
大ホール　　(定員1955席）

音響的に評価の高いジューボックス型

ホール形式を採用しているので、コンサ

ートや音楽発表会などに最適です。

また、バレエやミュージカル、講演会

など、多目的に利用できます。

小 ホ ール　　 （定 員516 席 ）

馬 蹄形 客 席 を 採 用し 、舞 台 と 客 席 と の 親 密感 ・ 一

体 感に 配慮し てい ま す。

演奏会やピアノ発表会、講演会・講習会などの

レセプションホール

｢人がたくさん集まれ

る場所があったらなあ｣

という声を耳にしたら、

｢森のホール21 にレセプ

ションホールがあるよ」と、教えてあげてください。

ダンスパーティーや披露宴など、小人数から３００

人程度まで利用できます。「窓から見える緑豊かな

公園をバックに結婚披露宴」なんて、素敵ですよね。

皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
森
の
ホ
ー
ル
2
1は
、
開

館
三
周
年
を
迎
え
ま
す
。

あ
な
た
は
森
の
ホ
ー
ル
2
1に
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
大
・
小

ホ
ー
ル
や
森
の
ス
タ
ジ
オ
・
情
報
セ

ン
タ
ー
な
ど
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
施
設

が
、
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

岡
森
の
ホ
ー
ル
2
1登
8
4・
5
0
5
0
番

リハーサル室・音楽練習室

遮音性に配慮した部屋で、音楽

や演劇などのリハーサルや、ダンスなどの練習ができ

るほか、小人数の音楽発表会にも十分対応できます。

情報センター・森のスタジオ

情報センターには、ビデオ閲

覧ブースやビデオ編集機器を設

置。あなたが撮影したビデオテ

ープを編集できます。ビデオ編

集講座も毎月開催していますの

チ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

森
の
ホ
ー
ル
2
1チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

人口　460,873 人 ［+  214 ］

男　233,989 人 ［+  113 ］

女　226,884.人 ［+  101 ］

世帯　173,321 世帯［＋　59 ］

φ 印は有料託児サービスがあります。詳細は 森のホール21におたずねください

大会 議室( ７２人 収 容) 、中

会 議室･ 小 会 議 室×２(各18

人 収 容) 、和 室( ３０畳) の５

つ の部 屋を 利 用でき ま す。

－
前

月

比

主な内容

｢日常生活の悩みをお国言葉でスムーズに相談しよう｣と、市内在|主の外国人のた

めの相談窓囗を開設しています。

現在、市内には６０力国以上、約6,000 人の外国人が暮らしていて、その中には、

日本語がまだうまく話せないために、日常生活に支障をきたしている人もいます。

皆さんのお近くに困っている人がいたら、ぜひ教えてあげてください。

相 談 日…毎月第2 ・第4火曜日(祝日を除＜)、午前9時～正午

会　　場…市役所本館2 階相談コーナー

相談内容…日常生活における諸問題

取扱言語…英語・中国語・ポルトガル語・スペイン語　　費　用…無料

ご利用ください

外国人のための

相談窓口

市民相談室

市 民 ぐ る み で ク リ ー ン デ ー　 ②

暮らしの中の計量に目を向けよう③

行 政 リ ス ト ラ

補助金交付等の見直し指針を策定　４

行 政手 続 条例が 制定さ れまし た　

情 報 チ ャン ネ ル　　　　　 ⑥ ⑦

Date　Every 2nd and 4th Tuesday （ln the  case  of ａ national holiday,we have no service.)

Time 9:00a. ｍ ～noon

Place Matsudo City Hall("  Soudan corner ”）

Language Ｅｎがish,Chinese,Portuguese and Spanish ar ｅ available.

Charge Free

Inquiry “Shimin soudan shitsu ”　 ’

Please feel free to ask our advice on your life in Matsudo.

こ
の
秋
の
特
選
イ
ベ
ン
ト

人口と世帯

ほか、演劇やカラオヶ大会等、多彩

に利用されています。　　　　

でご 利 用く ださ い 。

ま た 、森 のス タジ オ では 、大 ・小 ホ ー

ル等 での 催し のビ デ オ収録 がで き ま す。

これからの森のホール21の催し O84 ―5050番

大 西 順 子 ６　 ジ ャ ズ ・ コ ン サ ー ト

出演：大西順子、多田誠司、川嶋哲朗 、岡崎好 郎、
荒巻茂生 、原　大力

全指定席4,000円

松戸市民コンサート
フォーレ｢ レクイエム｣ 演奏会

出演：大沼美恵子(S)，砂田直規(Br)
大島義彰指揮ヽ ニューフイル千葉

指定席2,500円　自由席2,000円

長 澤 真 澄　 ハ ー プ ・ オ デ ッ セ イ

ハ ー プ 独 奏 に よ る ド ビ ュ ッ シ ーほ か

全指定席2,800 円　 当日3,000 円(学生1,500 円)
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11/

23(
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１４：００
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期日  内容(☆は有料)  開演時間  問い

10/26(木)

31(

火)11/3(祝
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17(日)

24(日)
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10(日)
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天童よしみショー　　　☆14:00 18:00   西プロモーション03-3713-9905番

森のホ ール21 「3 周年記念」

ピア ノートアンサンプ ルフェ スティバル

The ALFEE COUNT DOWN 196

■IMAGINATION"　　　　　　　　　 ☆

伍代夏子コンサ　ト　　　☆14:00

大 西|順子6 ジャズ ・コン サート　　 ☆

第25 回 記念チャリティ

松戸民謡 協会.民謡 ・民舞大 会

松戸 市民コンサート

フ ォーレ 「レ クイエム」演奏 会　　　 ☆

平 成8 年常磐ブロッ ク実践倫理講演会

第23 回松戸 市PTA 音楽祭

ピ アノ発表会

森 のホール21 「3 周年記念」

ポピ ュラーバンドフェ スティバル

新松戸女声コーラス＆新松戸少年少女合唱団

第3 回演奏会 「秋の日のハーモニ ー」 ☆

松戸 市三曲大演奏会

（琴 一三絃 ・尺 八による邦楽合奏 ）

佐藤光政一中5澤桂ジョイントコンサート☆

第7 回松戸市民 カラオケ発表会

長澤真澄ハープ・オデッセイ　　　　☆

みんなのコン サート （ピ アノ発表会）

五木 ひろし コン サート96　 ☆114:30 18:001 アイエ ス≫03-3355-3553 番
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松戸市文化振興財団 84 －5050 番

フリップサイド 03-3470-9999番

ﾍﾟﾙﾜｰﾙﾄﾞﾐｭｰｼﾞｯｸ 03－3222一7801

松戸市文化振興財団昔84－5050 番

松戸民謡協会事務局昔88 一回21 番

松戸市文化振興財団Q84-5050 番

荻田茂子 68 ―5261番

渡遶清子昔91－5987番

斎藤裕子き0471-24-3621番

松戸市文化振興財団O84-5050 番

奥田恵子S44-4449 番

篠塚璋山 88-7389番

労音東葛センターS65-9911 番

大塚山吉 88-0656 番

松戸市文化振興財団 84-5050 番

鈴木紀子昔47一1808番

大
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
小
ホ
ー
ル

電
話
予
約
は

8
4・
5
0
5
0
番
へ
10:00

16:00

月曜日
休館

森のホール21 『3周年記念』

ポピュラーバンド
フェスティバル

市内で活躍するアマチュアバンド

１１組が、ポップスやロックのナン

バーを熱演！

ピアノ十アンサンブル
フェスティバル
市内の音楽家やアマチ

ュア楽団の皆さんに
よるピアノ独奏や
クラシック名
曲の数々。

11/2(土

)

17:

00開

演 小

ホール

11/3( 祝)

13:0

0開演 

大ホール

い

ず
れ
も

入
場
無
料
で
す
。

お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

発行：松戸市　編集：企画部広報課

〒271　松戸市根本387-5

TEI 0473-66-1111　FAX.0473-63-3200

おかげさまで3周年
森のホール21

新 京 成 バ ス麟 白

地行きで公園中央口下車

徒 歩15 分

さくら通り→さくら橋アンダーパス⇒公園中央囗

天気 の良 い

土 曜 ・日曜 日

な どの休日 や 、

大・小ホ ール 、

そし て 、レ セ

プ ション ホー

ルで同時 に催

し物がある場合には、駐車場が大変混雑し､ご来場の

皆さんに迷惑をおかけしてしまう場合があります。

なるべく公共交通機関をご利用＜ださい。

１０月 １日現在

゛- ゛1案内図

ご近所のミュージシャンが森のホールに大
集合!!!

会議室ゾーン



き
れ
い
だ
と
、
気
持
ち
が
い
い
ね

第三次松戸市女性行動計画
推進協議会が発足

平
成
３
年
に
策

定
さ
れ
た
「
松

戸
市

女
性
行

動

計
画
」

を

、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
地
域
特
性
を

踏
ま
え

た
計

画

へ
と
改

定

す
る

た
め

、
市

民

の
視
点

か
ら

提
言

を

い
た
だ
く

「
第
三
次

松
戸

市

女

性

行

動

計

画

推

進

協

議
会

」

が
発

足
し

ま
し
た

。
推

進

協
議

会

の
委

貝

に

は
、
各
界

で
活

躍

さ
れ

て

い
る
十
二

人

、
ま
た

市

第三次松戸市女性行動計画推進協議会委員

民
の
中
か
ら

。
般
公
募
に
よ
っ

て
三
人
の
、
計
十
五
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
1
0月
９
日
、
第

。

回
の
会
議
が
開
か
れ
、
市
長
か

ら
各

委
員
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
た
後
、
会
議
は
公
開
と
す
る

な
ど
今
後
の
運
営
方
針
が
決
ま

り
ま
し
た
。

［

女
性

セ
ン
タ

ー
ゆ
う

ま
つ

ど
登
6
4・
8
7
7
8

番

氏　名

井筒カツ子･

：小島恵里子

卜 酉井依子

神惇子※

鈴木伸一

関原昌明

高原孝子

地守惠美子※

中里え み子※

中村建一

二宮セッ子

野中純代

船橋邦子

三輪由美

(敬称略 ・五十 音順)※は公募委員です。

同時に河川の清掃も行います

10 月27 日（日）､市内 一 斉に 市民ぐ る みで クリ ーン デ ーを 行い ま す。

クリ ーン デ ー には 各 町 会 （自 治 会） や 学 校を 中 心 に 、毎 年 たく

さ ん の人 た ち が参 加し て い ま す 。 私た ち の 住 む街を 自 ら の 手 でき

れ い に する た め 、今 年も 皆さ ん のご 参 加 をお 待 ちし て い ま す 。ご

協力 を お願 いし ま す。

市

民
ぐ

る
み
で
ク
リ

ー
ン

デ
ー
は
、

私
た
ち

の
住

む
街

の
環
境

美
化

と

ご

み

減
量

の
意

識
を

高
め

る
た
め

毎
年

行

わ

れ
て

い
る
も

の
で
す

。
昨

年
は

三

百
三

十

一
団
体

、
九
万

一
千

人

が

参
加
し

て

、
三
十
五

い

の
ご
み

を
集

め
ま
し

た

。

私

た
ち

の
街

を

き
れ

い
に
す

る
た

め
、
皆

さ

ん
も
一

緒
に
街

の
清

掃
を

し

て
み

ま
せ

ん
か

。

日
時
・
：
1
0
月
2
7
日
(
日
)
午
前
９
時

～
正
午
（
雨
天
の
場
合
は
、
1
1
月
３

日
(
祝
)

清

掃

場

所

…

公

園

や
道

路

な
ど

の
公
共

ス

ペ

ー
ス

清

掃

方

法

…

道

路

や
公
共

ス

ペ

ー
ス

に
散
乱

し

て

い
る

ご
み
を

、
市

が
配
布

す

る

ご
み

袋

（
燃

や
せ

る

ご

み
用

・
燃

や
せ

な

い
ご
み
用

・
資

源

ご
み
用

の
三

種

類
）

に
種

類
別

に
し

て
集

め
て
く

だ

さ

い
。

※
町
会

（
自

治
会

）
に

よ

っ
て

は
日

時

が
異

な

る
場

合

が
あ

り
ま

す

の

で

、
確
認

し
て

か
ら

ご

参
加

く
だ

さ

い
。

※
家
庭

か
ら

出

る
ご
み

は
、
出

さ
な

い
で

く

だ
さ

い
。

麺
清

掃

業
務

課

市民葬儀制度
市
民

葬
儀
制

度

は
、
市
民

に

ご

不
幸
が
あ
っ
た
と
き
、
経
済
的
で

厳
粛

な
葬
儀

が
行
え

る
よ
う

に
設

け
ら

れ
ま
し

た
。

こ

の
制
度

は
、

市

と
市

の
指

定
を
受

け

た
葬
祭

業

者
ど

の
問
で

祭
壇

や
そ

の
飾
り

付

け

の
内

容

、
料
金

に

つ
い
て
協

議

し
、

実
施
し

て

い
ま
す

。

対

象
…
施
主

ま
た

は
死
亡

者

が

市
民
で
、
市
内
で
行
う
葬
儀

内

容
…
こ

の
制
度

で
利
用

で

き

る
祭

埴

の
種

類
と

料
金

は
下
表

の

と
お
り

で

す
。

※
た
だ
し
、
棺
・
遺
影
写
真
代
。

礼

状
印
刷

代

・
読
経

料

・
供
花

代

・
市

の
式
場

使
用
料

・
火

葬

料

・
霊
柩

（
き

ゅ
う
）

自
動

車

使
用

料

・
納
骨

容
器
代

等

は
こ

の
料
金
に
含
ま

れ
て

い
ま
せ
ん
。

申
し

込
み

の
際

に
取
扱

指

定
店

へ
お
問

い
合
わ

せ
く
だ

さ
い
。

耳
斎
場

登

8
7・
4
0

4
2
番

厘

左
表
の

市
民
葬
儀

取
扱
店
へ

祭壇の種類と 料金

種類  料金  内容

業者名  住所  電話番号

ご
参
加
く
だ
さ
い

河
川
清
掃

ク
リ
ー
ン

デ
ー
の
一
環
と
し
て
、
川

沿
い
（
坂
川
・
新
坂
川
・
六
問
川
）
の

ご
み
拾
い
な
ど
の
清
掃
も
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
…
1
0
月
2
7
(
日
)
㈲
午
前
９
時
～

1
1
時
（
雨
天
の
場
合
は
、
1
1
月
３
日
(
祝
)

集
合
場

所
・：

①
坂
川
親
水
広
場

②

松
戸
神
社

③
竹
乃
橋

④
坂
川
橋

⑤
新

松
戸
大
橋
⑥
旭
町
小
学
校

育
川
を
き
れ
い
に
す
る
課

地
下
鉄
８
・
1
1
号
線
建
設
促
進

住

民

決

起

大

会

1
1
月
８
日
(
金
)
午
後
１
時
か
ら
　
会

場

葛
飾
区
文

化
会

館

（
か
つ
し

か

シ

ン

フ
ォ

ニ

ー
ヒ

ル

ズ
）
　

内

容
地
下

鉄
十
一
号
線
（
半
蔵
門
線
）
は
現
在
、

水
天

宮
前

か
ら

押
上
間

で
工

事

が
進

め

ら

れ
て

い
ま

す

が
、
松
戸

ま
で

の

延
伸
の
早
期
実
現
と
地
下
鉄
八
号
線

（
有
楽

町

線
）

建
設

の
促
進

の
た

め
、

松
戸
市
と
都
内
三
区
（
葛
飾
区
・
墨

田

区

・
江

東

区

）
、

千

葉
県

・
束

京

都

と
合
同

で
、

運
輸
大

臣

、
営
団

総

裁

等

の
関
係
者

を
招

き
、
住

民

決
起

大

会
を

開
催
し

ま
す

。

大
会
で
は
、
延
伸
の
早
期
実
現
を

目

指
し

、
人
会

決
議

を
予

定
し
て

い

ま

す

。
こ

の
決

議

を
受

け

、
関

係
機

関

に
要

請
活
動

を
行

い
ま

す
。
皆

さ

ん

の

ご

参
加

を

お

待

ち

し

て

い
ま

す

。
※
当

日

は
、
巾

で
用

意
し
た

バ
ス

で

会
場

へ
行

き
ま
す

。

［
東
1
0
月
3
1
日
(
木
)
ま
で
に
、
電
話
で

交

通
計
画

課

へ

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

「
松

寿

園

」

職

員

募

集

職
種
看
護
婦
　
対
象
ニ
ト
～
五
十

歳
く
ら
い
の
人
　

勤
務
形
態
日
勤
の

み
　

勤
務
地
松

寿

園

（
松
戸
市
六

高
台
二
の
一
九
の
二

毎
週
月

～
金
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
の
問
に
、
電
話
連
絡
の

う
え
履
歴
書
を
持
参
し
て
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
松
寿
園
（
登
8
6
・
6

3
5
7
番
）
へ

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

利

用

受

け

付

け

と

説
明

会

抽
選
日
1
0
月
3
0
日
(
水
)
(
1
月
1
0
日

(
金
)
～
４
月
４
日
(
金
)
の
利
用
分
）
午
後

６
時
3
0分
か
ら
　
会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
ビ
ル
六
階
会
議
室
　
持
ち
物
筆

記
用
具

’
印
鑑

※
そ
の
後
空
き
が
あ
れ
ば
、
3
1
日
(
木
)

か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

顛
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
登
6
6
・

7
4
6
2
番

ケ

ア

ハ

ウ

ス

「

リ

バ

ー

サ
イ

ド

ヴ
ィ

ラ

」

入

居

者
募

集

六
十
歳
以
上
の
人
が
自
立
し
た
生

活
を
送
る
た
め
の
施
設
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
の
た
め

の
住
宅
機
能
を
備
え
、
各
室
が
独
立

し
て
い
る
た
め
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
尊

重
さ
れ
て
い
ま
す
。

定
員
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
際
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
在
地
松
戸
巾
根
本
内
一
六

。

『
ケ
ア
ハ
ウ
ス
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ヴ
ィ
ラ
」
事
務
局

昔
4
2・
0
0
1
7

番一

九

九

七

年

版

「

県

民

手

帳

」

の

予

約

を

受

け

付

け

ま

す

価

格

ポ
ケ
ッ
ト
判

＝
三

百
五
十

円
、
中
型
判

＝
五
百
五
十
円

［
圃
1
1
月
８
日
次
ま
で
に
、
電
話
で

総
務
部
総
務
課
統
計
係
へ

ご存じですか

取扱指定店一覧

( 有:: 愛 蓮 社

･､株)アーバンライフ

石 井 葬 儀 社

(有)伊原葬儀社

(株)エスケイ市民共済

(有)カインド社

(有)柏葬祭ｾﾝﾀｰ松戸支店

(有)広善社

(有)渋谷花店

昭 和 興 業( 株)

( 株) 杉 浦 葬 儀 店

( 有1 セ レ モ ア む つ み

セ ン ト ラ ル 総 合( 株)

( 有 創 蓮 社

( 有; 大 典 社

･､有) 東 葛 葬 祭

･

(有)ときわ平葬儀社

( 有l 都 民 典 礼

(株)日本式典

( 株) 松 戸 葬 儀 社

( 有) 藪 崎 葬 儀 社

優 愛 セ レ モ ニ ー

( 株) ラ イ フ ケ ア

西馬橋相川町169

ハ ケ 崎2 の8 の7 の107

六 実5 の23 の1

馬橋1903

コ ツ 木 二 葉 町!98

古 ケ 崎2 の3148 の6

上 本 郷3004 の101

幸 谷682

小 金 き よ し ケ 丘4 の15 の13

松 戸 新 田579 の28 シ ャ ト ー 中 村

根 本5 の4

六 高 台5 の90

河 原 塚258

二 十 世 紀 が 丘 戸 山 町125

高塚新田631

松 戸1485

常 盤 平2 の21 の1

六 実1 の52 の2

栄 町 ４ の205 の4

松 戸1692

小山227

古ヶ崎3の3419

松 戸1112

42-4444 番

47-50CO番

86-0856番

43-4310 番

88-0017番

52-4444 番

65-6144番

４1-3356番

41-6644 番

69-4444 番

62-2542番

83-4144 番

91-9118番

91-1611 番

91-5726 番

63-2001#

85-2622 番

89-5555 番

64-0495 番

64-4444 番

62-2317番

91-3763 番

63-0983 番

A,5 段飾り

B.3 段飾り

Ｃ.3 段飾り

80,000円

50,000円

38,000円

祭壇貸し 付け 、

飾り 付け 、受付

用品 、消耗品な

どを含む

市民ぐるみで

クリーンデー

職　業　等

市 立 中 学 校 教 頭

Ｊ Ａ 松 戸 市 女 性 部 部 長

会 社 役 員

無 職

県 立 高 校 教 諭

(社)松戸青年会議所理事長

社 会 保 険 労 務 士

ま つ ど 女 性 会 議 代 表

女 性 の 手 で 政 策 を つ く る

ネ ッ ト ワ
ー

ク 事 務 局

一 時 保 育 グ ル ー プ ・

ト ラ イ ア ン グ ル 代 表

日 本 放 送 協 会 会 友

団 体 職 員

学 校 講 師

佐 賀 県 立 女 性 セ ン タ
ー

館 長

団 体 職 員

母

子

・

父
子

家

庭

等

医

療

費

助

成

事

業
の

所

得

制

限

が

緩
和

母
子
・
父
子
家
庭
等
が
保
険
医
療

給
付
を
受
け
た
場
合
、
本
人
負
担
額

を
助
成
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

の
４

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
制
限
が
緩

和
さ
れ
、
従
来
の
非
課
税
世
帯
だ
け

で
な
く
、
児
童
扶
養
手
当
支
給
所
得

制
隕
内
の
所
得
世
帯
も
助
成
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

対
象
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養

し
て

い
る
母

子

・
父
子
家

庭
の
親

子
、
ま
た
は
父
・
母
が
な
く
父
母
以

外
の
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
十
八
歳

未
満
の
児
童
（
十
八
歳
に
な
っ
た
後

も
最
初
の
３
月
3
1
日
ま
で
は
対
象
）

申
請
手
続
き
①
平
成
７

・
８
年
度
の

二
年
分
の
所
得
証
明
書
（
市
民
税
課
）

ま
た
は
平
成
６
・
７
年
分
の
二
年
分

の
所
得
証
明
書

（
税
務
署

ブ
②
健
康

保
険
証
の
写
し
③
組
合
保
険
加
入
者

は
附
加
給
付
証
明
書
①
印
鑑
⑤
匪
帯

全
員
記
載
の
住
民
票
（
父
子
冢
庭
の

み
）
を
持
っ
て
、
1
1
月
1
5
口
翻
ま
で

に
母
子
家

庭
は
福
祉
事

務
所
福
祉

係
、
父
子
家
庭
は
援
護
課
援
護
係
へ

広報 1996年(平成８年)10月２５日

私たちの暮らしに身 近な川、きれ
いにし よう



暮
ら
し
の
中
の
計
量
に

目
を
向
け
よ
う

正

し

い
計

量

は
信

用

の

第

一
歩

計
量
法
は
、
正
確
な
は
か
り
を
使

川井敏久

水害に強い街づくり

う
こ
と
と
と
も
に
、
正
し
く
商
品
を

量
っ
て
販
売
す
る
こ
と
か
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

市
内
の
ス
ー
パ
ー

や
商
店

で
使
わ

れ

て

い
る

商

売

用

の

は

か
り

は

、

一

度

、

一

期

検

査

を

受

け

て

合

格

し

な

け

れ

ば
な

り

ま

せ

ん
。
合
格
し

た

は
か
り
に
は
、
合
格

シ

ー
ル
が
張

っ
て
あ
り

ま

毎
年

、
秋

に
な

る
と

台
風

が
日

本

に

来
襲

し

、
各

地

に
多

く

の

被

害

を

も
た

ら

し
ま

す

。
今

年

も

９

月
2
2
日

に
銚
子

沖

を
通

過

し

た

台

風
1
7
号

に
よ

っ
て

、
県

内

や
近

隣

の
都

・
県

に

大

き
な

被
害

が
発

生

し

ま
し

た
。

私

は

、
こ

の
台

風
1
7
号

の
進

路

が
過

去

、
松

戸
市

に

大

災
害

を

も

た
ら
し
た
昭
和
5
6
年
の
台
風
2
4
号

や
5
7
年

の
台
風
1
8
ひ

、

ま
た

近

く

は
平

成
３

年

の
台

風
1
8
号

、

５

年

対策本部室会議では、万全の対応を期し

て打ち合わせを行います。

す
。市

で
は
毎

年
二
回
、
市

内
の
ス
ー
パ

ー
な
ど
に
立

入
検
杏
を
行

し
　
量
目
タ
ガ
に
基
つ
き
　
指
導
を

し
て

い
ま

す

。
今
年

は
中
元

期

の
７

月
８
日
か
ら
1
5
日
の
間
に
十
六
店
舗

で
検

査
を
行

い
ま

し
た

。
そ

の
結
果

、

検
査

総
数
千

ぼ
四

十
四

品

の
う

ち
不

正
不
足
は
十
六
品
（
一
・
四
％
）
で

し
た
。
不
足

の
原
囚
の
多
ぐ
は
、
風
袋

（
ト

レ

イ

・

わ

さ

び
等

）

の

重

さ

を

正

し

く
引

い
て

い
な

い
こ

と

や
、
青

果

の
乾

燥

に

よ

る
自

然

減

量

で

し

た

。正

確

に
量

る
こ

と
は

、
商
取

引

の

基

本
で

す
。
量

り
売

り

を
し
て

い
る

商
店

で

は
正

し

い
計
量

を
十
分

に
心

掛
け

て
く

だ

さ

い
。
ま

た
消

費
者

の

皆

さ

ん
も
、
記

念
日

を
機

会

に
商
品

の
量

目

や

は

か

り

の

有

効

期

間

な

ど
、
生
活
の
中
の
計
量
に
目
を
向
け

て
み

て
く

だ

さ

い
。

の
台
風
1
1
号

な
ど
と

非

常

に
似

て

い
る
と
思

い
ま

し
た

。

台
風

が
最

も

接
近

す

る

の

が
日

曜

日
、

月
曜

日

（
祝
日

）

の
連

休

に

な

る
と

予
想

さ

れ
た

こ

と
も

あ

り
、
９
月
2
0
日
の
金
曜
日
に
は
、

気

象
情

報

に
注

意

し
て

職
員

の
連

絡

体
制

を

改

め
て

確
認

し

て
お

く

よ
弓

指
示

し
ま

し
た

。

そ

の
後

、
台

風

の
接

近

に
伴

い

2
2
日
の
午
前
８
時
に
注
意
配
備
、

午
前
８
時
2
0
分
に
は
警
戒
配
備
体

制

を
と

り

、
気

象

情
報

の
収
集

や

河

川

、
低

地

の

パ
ト

ロ

ー
ル

な
ど

を

行

い
、

こ

れ
ら

の
情

報

を
基

に

事

前

の
対
策

を
講

じ
ま
し

た
。

し

か
し

、

総
降
雨

量

が
一
五

〇

、い
を
超

え

る

地
区

が
出

始

め

、
家

屋

の
浸

水

や
地

下

道

の
冠

水

な
ど

の
被
害

が
発

生
す

る
恐

れ

が
あ

る

と

思

わ

れ
ま

し
た

の

で
、

午
後

２

時
4
5
分

に

災
害

対

策

本
部

を
設

置

し

、
職
員

や
消

防
職
貝

計
四
百

人

、

有

効

期

間

が

あ

る

計

量

器
の

確

認

を次
に
あ
げ
る
計
量
器
に
は
右
効

期

間
が
あ
り
、
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私

た
ち
の
周
り
に
あ
る
計
量
器
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

●
ガ
ソ
リ
ン
量
器

〔
五
年
〕

●
タ
ク
シ
ー
メ
ー
タ
ー
〔
一
年
〕

●
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
（
都
市
ガ
ス
用
・

Ｌ
Ｐ

ガ
ス
用
）
〔
七
～
十
年
〕

・

電
気
メ
ー
タ
ー
〔
十
年
〕

●
水
道
メ
ー
タ
ー
〔
八
年
〕

●
子
メ
ー
タ
ー
（
貸
ビ
ル
や
共
同
住

宅
の
オ
ー
ナ
ー
、
管
理
組
合
な
ど

が
、
水
道
局
や
電
力
会
社
な
ど
に

支
払
う
料
金
を
使
用
者
に
配
分
す

る
た
め
に
、
個
別
に
設
置
さ
れ
て

い
る
メ
ー
タ
ー
)

糸
子
メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
平
成
９

年
度
よ
り
立
入
検
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

［

消
費
生
活
課
計
量
係
昔
6
6・
5
1

5
0
番

さ

ら
に

消

防
団

員
四

百

六
十

二

人

の

方

々

に

も

出

動

し

て

い
た

だ

き

、
被

害

の
発

生

を
最
小

限

に

く

い
止
め

る

よ
う

的
確

な

対
応

に

努

め
ま

し
た

。

台
風
1
7
号

の
総

降
雨

量

は
、
五

香

消
防

署

で
三

二
二

。い
を
記

録
し

ま
し

た

。

近
年

大

き
な

被
害

を

も

た

ら
し

た
平

成

３
年

の
台
風
1
8
号

（
床

卜

浸

水

家

屋
三

百

六

十

六

戸
）

や
５

年

の
台
風

Ｈ
ｌ
（
同
三
百

七

十

五

尸
）

と

比
較

し
て

も

、
当

時

の

総
雨

量

を

大
き

く
上

回

っ

た
に

も

か

か

わ
ら

ず
被

災

家
屋

は

、
床

上

浸

水

が
八

戸

、
床
下

浸

水

が
三

十

二

戸
で

し

た

。
改

め
て

被

災
さ

れ

た

市
民

の
皆

さ
ま

に
お

見
舞

い
申

し

上

げ

る
と
と

も

に

、
被

害

が
少

な

か

っ
た

こ
と

に

胸
を

な

で
お

ろ

し

ま
し
た

。

こ

れ
は

、
市

内

の
河

川

改
修
工

事

や
北

千

葉
導

水

路
排

水

機
場

の

ポ
ン

プ
ア

ッ

プ
な

ど

の
成

果
と

と

テ
ク
ノ
2
1
松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
座
案
内

講　座　名　　｜　　　　日　　　時　　　　|定員・費用

も

に

、
平

成
６

年

３

月
に

国
分

川

分

水

路

が
開

通
し

た

こ
と

に

よ
り

水

害

に
見

舞

わ
れ

る

地
区

の

解
消

に
大

き

な
効

果
を

挙

げ
て

い
る
た

め
と
思

わ
れ
ま

す

。
幸

い
に
し
て

、

台

風
1
7
号

に

よ

る
被

害

は
、
最

小

限

度

に
く

い
止

め

る

こ
と

が
で

き

ま

し

た

が
、

そ

れ
で

も
被

害

は
発

生

し
て

お
り
ま

す

。

私
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命

と

財

産

を
守

り
、

安

心
で

き

る
暮

ら

し

の

実
現

を
図

る

た

め
、
県

の

事

業

で

あ
る

柳
原

排

水
機

場

の
建

設

や
一

級
河
川

の
坂

川
、

新

坂
川

な
ど

の
未

整

備
区

問

に

つ

い
て
も

早

期

に
整

備

さ

れ

る
よ
う

、
県

に

強
く
要

請

し

て
ま

い
り
た

い
と

思

い
ま
す

。

ま
た
、
市
が
行
う
べ
き
事
業
で

あ

る
国
分

川

上
流

あ

る

い

は
準
用

河

川

の
上

富

士
川

、

さ
ら

に

中
矢

切

新

田
堀

地
区

を

は

じ

め
、
浸

水

に
よ

る

被
害

を
解

消

す

る
た

め

の

用 直接松戸地域職業訓練センター窓口（松戸市小金原１の１９
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排
水
路
整
備
も
計
画
的
に
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

毎
年

、
多
く
の
台
風

が
発
生
し

松
戸
市
に
も

い
く
っ
か
の
台
風

が

接
近
し
て
き
ま
す
。
気
象
や
河
川

の
水
位
、
排
水
路
の
状
況
な
ど
の

情
報
収
集
や
職
員
等
の
動
員
、
水

害
防
止
対
策
な
ど
の
対
応
は
、
他

の
防
災
活
動
に
も
っ
な
が
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う

時
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す

の

で
、
万

全
を
期
し
て
防
災
対
策
に

取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接

お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長
室
直

通
の
フ
ァ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
市
政
に
関
し
て
感
じ
て

い
る
こ
と
や
建
設
的
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
９
月
末

現
在
二
百
十
三
件
受
信
）
。

Ｆ
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今
の
世
の
中
は
複
雑
で
、
生
き

方
を
多
様
化
し
て
い
る
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
だ
け
ス
ト
レ
ス

の
多
い
社
会
で
す
が
、
そ
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
苦
し

む
女
性
や
男
性
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は

な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
問
題
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
を
、
三
回
に
わ
た
っ

て
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま

ず

、
今
回

は
主
婦

の
悩
み

に

焦

点
を
当

て
て
考

え
ま

す
。

夫
が

ギ
ャ
ン

ブ
ル
で

借
金

ぽ
か

り

つ
く

る
、
ア

ル
コ

ー
ル
依
存

性

で

飲
む
と

暴
力

を
振

る
う
、

家
に

帰

っ
て
来

な

い
、
子
供

が
問

題
を

起
こ

し
た

の
に
夫

は
相
談

に
乗

っ

て

く
れ
な

い
、
無
関
心

と

い
う
よ

う
な

家
庭

の
中
で

の
ト

ラ
ブ
ル
は
、

な

か
な

か
他
人

に
は
言

い
に

く

い

も

の
で

す
。
も

し
、

あ
な
た

が
こ

の
よ
う

な
立
場

に
な

っ
た
ら

、
ど

こ

へ
相

談
に
行

く
で
し

ょ
う

か
。

市

役
所

や
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
の

相
談
窓
口

も

あ
り
ま

す
。

家
族

に
問
題

が
起
こ

る
と

、
得

て
し
て
女
性
は
自
分
か
悪
い
と
か
、

自
分
か
至
ら
な
い
か
ら
だ
と
悩
み

が
ち
で

す
。
実

際
、

あ
な

た

が
我

慢

ず
れ
ば
う
ま
ぐ

い
く

わ
よ
と
か
、

ご
主
人

の
靴
を

ち

ゃ
ん
と
磨

い
て

三

つ
指

つ

い
て
出
迎
え

れ
ば
帰

っ

て

く
る

わ
よ
な

ど
と
親

切
に

教
え

て

く

れ

る
人

も

い
る

で
し

ょ
う

。

で

も
、

そ

れ
を

三
年

や

っ
て

み
た

け

れ
ど

変

わ
ら
な
か

っ
た

と

い
う

廛女性センターゆうまつど
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話
も
聞

き
ま

す
。

問
題

は
ど

こ
に

あ

る
の
で
し

ょ

う
。
自
分

で
し

ょ
う

か

。
子

供

が

勉
強
し

な

い
、
夫

が
暴
力

を

振
る

う

と

い

っ
た

そ

の
悩

み

の
奥

に

、

実
は

あ
な
た
白

身

の
本
当

の

気
持

ち

が
隠

れ
て

い
る
の
か

も
し

れ
ま

せ

ん

。
家

族

の
世

話
は
女

の
化

事

、

と
自
分
も
思
う
し
周
囲
も
そ
れ
を

期
待
し

ま
す

。
気

持
ち

が
イ

ラ
イ

ラ
し
て

い
る
と

き
で

も

、
そ

れ
を

抑

え
て

家
族

の
た

め
に
尽

ぐ
し

ま

す
。

だ
か
ら
余

計

に
子
供

や

夫
の

こ

と

が
気

に
な
り

囗

や
か
ま
し

く

な

る
。
そ

の
と

き
は
、
悲

し

い
と

か
辛

い
と

い
う
気
持

ち

は
、
ど

こ

か
に
置
き

去
り

に
さ
れ
て

い
ま

す
。

こ

の
よ

う
な

こ
と

を
繰
り

返

す
う

ち

に

、
自
分

が
何

を
し

た

い
の
か

分

か

ら
な
く

な

っ
て

し
ま

う
と

い

う
こ
と

が
多

い
よ
う

で
す

。
そ

し

て
、

ど
う
し

て
自
分

は
こ

れ
し
か

で
き
な
い
の
か
と
自
分
を
責
め
、

自
己
評

価
を
低

く

し
て
し

ま

い
ま

す
。
こ

う

い
う
現

象

を
、
専

門
家

は
「
主
婦
の
病
気
」
と
呼
ん
で
き

ま
し

た
。

ま

ず
、
自

分
を
大

事

に
し
ま

し

ょ
う

。
そ
し

て
自
分

か
本

当

は
何

を
し

た

い
の
か

、
何
か
楽

し

い
の

か
、

も
う

一
度
こ
こ

ろ
の
中

を

ゆ

っ
く
り

、
じ

っ
く
り

立
ち

止
ま

っ

て

の
ぞ

い
て

み
て

く
だ

さ

い
。
自

分
を
責

め

る
の
で

は
な

く
、
こ

ん

な

に
頑

張

っ
て

い
る
私

な

の
だ
か

ら
と

、
次

に
は
自

己
主
張

し
て

み

て
く

だ
さ

い
。
自
分

が
自

分
で

あ

る
た

め
に

。

本当の自分をさがすために

第1回

主婦の病気といわれるもの

ワ ープ ロ･ パソコン

講座

ワ ープ ロオアシス

基礎講座

ワ ープ ロソフト

一 太郎入門講座

ロ ータス1 一2-3基礎
講座

①11/ 7(木)・　8(金)　午前

②11/18(月)・19(火)　午後

11/110 12(火) 午前

13(水)　14(木)　午前

11/ 9(土)　16(土)

11/25(月)・26(火)　　，
27(水)・28(木)午後

各6人5,000円

各10人
12,000円

※午前二午前9時30分～午後O時30分、午後＝午後10時3O分～4時
30分、土曜日＝午前9時30分～午後4時30分

各コースともテキスト代2,000円が別にかかります。

初心者入門講座

初級講座

各5人

15,000円

※午前＝午前9 時30 分～正午 、午後＝午後1 時30 分～4 時

各コースとも元牛スト代2,000円か別にかかります。
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新しい計量法が平成5年11

X
月1日に施行されました　 ．

合格マーク

11月1日は計量記念日です



補
助
金
交
付
・
受
益
者
負

担
・
業
務
委
託
の
見
直
し

指
針
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

※
こ
の
指
針
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

「広報まつど」６月25 日号でお知らせした

行政リスト ラ実施計画 事業のうち 、「補助

金・受益者負担・業務委託制度の改革」の進

捗（ちょく）状況と「行政手続条例の制定」

について、その概要をお知らせします。

このほかにも、それぞれの担当部課におい

て、行政リストラ計画事業を推進しています。

圖事務管理課　　　　　　　　　　　　▽

松

戸
市
行

政

リ
ス
ト

ラ
実
施

本

部

で
は
、
平
成
７
年
1
1
月
に
策
定
し
た

行
政
リ
ス
ト
ラ
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

市
が
行
う
事
業
の
横
断
的
な
テ
ー
マ

で

あ
る
補

助
金

交
付

、
受

益

者
負

担

適
正

化

お
よ

び
業
務

委
託

の
三
項
目

に

関
す

る
「
見

直
し

指
針
」

を
策
定

す

る
た

め
、
今

年
の
５

月

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

を
設

置

し

ま

し

た

。

そ

し
て

、
検
討

を
重

ね
て

き
た
結

果

を

も

と

に

、
「
補
助

金

交
付

等
に

関

す

る
見

直
し

指
針
」

を
策

定

し
ま

し

た

。「
見
直

し
指

針
」

は
、
将

来
に

向

け

て
、
補

助
金

交
付

争
業
等

を
よ

り

効

果
的

・
効

率
的
に

実
施
す

る
こ

と

を

目
標

に
策
定

し
た

も
の
で

す

。

い

わ
ば
、
事
業

を
行

う

た
め

の
全
職
員

共

通

の
「
も

の
さ
し

」
と

な
る
も

の

を
定
め

た
も

の
で
、

基
本
的

に

は
、

現
在
行

っ
て

い
る
事

業
お

よ
び
こ

れ

か
ら
行

お
う
と

す

る
事

業

の
原
則

的

な
規
範

と
な

る
も

の
で
す

。

現
在

、
実

施
本
部

で
は
こ

の

指
針

を
基

に
、
平

成
９
年

度

の
補
助
金

交

付

事
業

等
に

つ

い
て

、
個

別

の
事

業

の
見
直

し
作

業
を
行

っ
て

い
ま

す
。

今
後

、
さ
ら
に

慎
重
に

検
討

を
重
ね

、

実
施
本

部
で
取

り
ま

と
め

た
上

、
市

民
の
皆

さ

ん
の
理
解

を
得

ら

れ
る
よ

う
努

め
な

が
ら
、
予

算
案

に
反

映
で

き
る

よ
う
努
力

し

て
ま

い
り
ま

す
。

こ

の
指
針

の
概
要

は
、

次

の
と
お

り
で

す
。

補

助

金

交
付

Ｉ

補

助

金

交

付

見

直

し

の

目

的

補
助
金

は
行

政

の
全
般

に

わ
た
り

そ

の
代

行

・
補

完

の
役
割

を
果

た
す

も

の
で
す

。
行

政

の
効

率
性

の
ヒ

か

ら
も
有
効
な
制
度
で
す
が
、
「
一
度

採

択

さ
れ

る
と
漫
然

と
継

続
し

て

い

る
の
で

は
な

い
か
」

な

ど
と

い
う

批

判

も
あ

り
ま

す
。

こ

の
指
針
で

は
、

限

ら
れ
た
行

政

資

源
を

効
果

的

・
効

率
的

に
活
用

す

る
た
め
、
補
助
金
等
の
有
効
性
等
に

つ

い
て

、
客

観
的

に
判
断

す

る
基

準

を
示

し

、
補
助

金
交
付

事
業

を
適
正

に
行
う

こ
と

。
ま
た

、
当
面

の
補
助

金

削
減

目
標

を
設
定

す

る
こ
と

を
目

的
と
し

て

い
ま
す

。

２

補
助

金

に

関

す

る
見

直
し

基

準

剛

総

括

的

な

基

準

補
助
金

等
の
交
付

に
当
た

っ
て

は
、

す
べ
て
の
事
業
に
つ
い
て
、
次
に
掲

げ

る
要

件

を
満
た

し
て

い
る
こ

と

が

必
要
で

す

。

・
補
助

対

象
の
事

業
に

対
し

て
市
民

の
需
要

が
あ

る
こ
と

。

・
補

助
対

象

の
事

業
目

的

が
明

確
で

あ
る
こ

と
。

・
補

助
対

象

の
事

業
ま

た
は
対

象
団

体

等

が
適
格

で
あ

る
こ
と

。

・
補
助
対
象
事
業
の
成
果
と
補
助
金

等

の
効

果
を
評

価
ま

た

は
確
認

で

き
る
シ
ス
テ
ム
が
確
率
し
て
い
る

こ
と

。

・
そ

の
評

価

が
、
市

民

の
支
持

を
得

ら

れ
る
こ

と
。

(
2
)
区
分
別
の
見
直
し
基
準

・
補
助
対

象
事

業
と

施
策

の
目

的
に

基

づ
き
、

サ
ン

セ
ッ
ト

方
式

の
導

人

や
補
助

対
象

経
費

の
基
準
等

の

設

足
に
よ

る
補
助

制
度

の
廃
止

ま

た
は
縮
小
等
を
行
い
ま
す
。

・
賦
課

金

・
災
害

救
助

費

は
、
こ

の

指
針

の
対

象
か

ら
除
外

し
ま

す
。

・
団
体

運
営

費
補
助

金

・
産
業

振
興

奨
励

補
助

金

・
そ
の
他

奨
励
事

業

補
助

金

・
事
務

委
託
事

業
負

担
金

等

は
、
チ

ェ

ッ
ク
シ

ー
ト
に

よ
り

評
価

、
点

検
を
行

い
ま

す

。

(
3
)
補
助
金
削
減
目
標

行

政
リ

ス
ト

ラ
の
一
環

と
し

て
実

施
す

る
補
助

金
削

減
の
目

標
値

を
設

定
し

ま
す

。

・
団
体

運

営
費
補

助
金

は
、
総

額
の

二

十
％
削

減
を
目

標
と

し
ま

す
。

・
加
盟

団
体

運
営

費
分

担
金

は
、
加

盟

件
数

を
現
行

の
五
分

の
四

程
度

に
整
理

す
る
と

と
も

に
、
金

額
は

五
％

削

減
を
目

標
と

し
ま

す
。

受
益
者
負
担
適
正
化

1
受
益
者
負
担
適
正
化
の
目
的

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化

に
よ
り
、
市
民
が
平
等
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
分
野
が

増
え
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
市
民
（
納
税
者
）
の

不
公
平
感
の
解
消
と
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
財
源
確
保
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
指
針
で
は
、
使
用
料
や
手
数

料
の
算
定
・
改
定
方
法
等
の
基
準
を

示
し
、
「
受

益
と
負
担
の
原
則
」
に

基
づ
い
た
公
正
で
透
明
性
の
高
い
受

益
者
負
担
制
度
の
運
用
を
図

る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

２
受
益

者
負
担

の
考
え

方

受
益
者
負
担
制
度
は
、
市

が
行
う

サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
特
定
の
人

が
得
た

特
別
な
利
益
を
市
に
還
元
す
る
こ
と

で
、
税
金
の
公
平
な
運
用
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
負
担
し
た
費
用
を

サ

ー

ビ
ス
提

供
の
た

め

の
財
源

と
す

る
こ
と

で
、
再

び
市

民

に
還
元

さ

れ

る
と

い
弓

費
用

循
環

を
形

成
す

る
も

の
で
す

。

３

受

益
者

負

担

の
算

定

基

準

①

領

域

の

判

定

使
用
料
や
類
似
す
る
負
担
金
を
算

定

す

る
と
き

は
、
そ

の
施

設
や
サ

ー

ビ
ス

が
ど

の
領
域

な
の
か

を
判
定

し

ま
す

。

領
域

の
区
分

は

、
次

の
と
お
り

で

す
。

・
市
場
性

が
低

く
公

共
性

が
強
い

・
市
場
性

が
高

く
公

共
性
が

強
い

・
市
場
性

が
低

く
公

共
性

が
弱
い

・
市
場
性

が
高

く
公

共
性

が
弱
い

(
2
)
使
用
料
等
の
算
定
方
法

使
用

料
等

の
算
定

は

、
次

の
手

順

で
行

い
ま
す

。

・
原
価
の

算
出

・
使
用
半
価
（
期
間
・
回
等
）
の
設
定

・
利
用
者
（
市
内
・
市
外
お
よ
び
営

利

・
非
営
利

）
に
よ

る
区
分

・
使
用

料
等
の
算

定

(
3
)
使
用
料
等
の
改
定

使
用
料
等
を
長
期
間
据
え
置
く
こ

と
は

、
利
用

し
て

い
な

い
市
民

の
負

担

が
増
え

る
こ
と

で

あ
り
、
公

平
性

に
欠

け

る
こ

と
と

な
り
ま

す

。
ま

た
、

改
定
幅
が
大
き
く
な
り
、
結
果
的
に

市
民

に
急

激
な
負

担

増
を
負

わ
せ

る

こ
と

に
も

な
り

、
市
民

の
賛
同

が
得

ら

れ
な

い
こ

と

も
考
え

ら

れ
ま

す

。

そ

こ
で

、
一
定

の
周

期
で

、
こ

の

指
針

の
算

定
基
準

と
算

定
方
法

に

基

づ
い
て

、
適
切

な
使
用

料
等

の
改

定

を
行

う
も

の
と
し

ま

す
。

業

務

委

託

Ｉ
業
務
委
託
見
直
し
の
目
的

業
務
委
託
は
、
多
様
化
・
高
品
質

化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
と

の
協
働
体
制
を
築
ぐ
手
段
と
し
て
認

め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
労
働
者
派
遣
法
な
ど
新
た

な
制
度
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
指
針
は
、
市
の
事
務
事
業
を

外

部
委

託
す

る
と

き
に

、
事

業
効
果

を
的
確

に

把
握
し

、
外

部
委
託

の
適

否

を
評

価

す
る
こ

と
。

ま
た

、
事
務

処
理

に
必
要

な
事
項

を

定
め

る
こ
と

で
、
外

部
委

託

の
活

用

と
事

務
処
理

の
適
正

化

を
図

る
こ
と

を
目

的
と
し

ま
す

。

２

業

務

委

託

の

基

準

①

外

部

委
託

の
形

態

外

部
委
託

の
契

約

は
、
次

の
よ
う

な
形
態

と

な
り
ま

す

。

・
請
負

契
約

一
委
任

（
準
委

任
契
約
）

・
請
負
と

委
任

（
準
委

任
）
の

性
格

を

併
せ

も
つ

契
約

一
労
働

者
派
遣

法
に
基

づ
く
労

働
者

派

遣
契
約

(
2
)
外
部
委
託
の
選
択
指
針

①
選

択
方

針

行

政
資

源
を

効
率

的
に
活

用
し

、

市

民
サ

ー

ビ
ス

の
向

上

な
ど
委

託

効
果

が
あ

る
事
業

の
積

極
的

な
推

進
を
図

り
ま

す
。

②
選
択
手
順

事

務
事

業
を

委
託

で
行

お
う
と

す

る
と

き
は

、
委
託
化

の
適

性

を
評

価
し
ま

す

。

③
評
価
方
法

・
事
業

効
果
の
評

価
方

法
の
測

定
は

、

公

共

性
基
準

に
よ

り
ま

す
。

③

契

約

事

務

①
委

託

料
の
算

定

的
確
な
委
託
料

を
算

定
す

る
た
め

、

こ

の
指
針

に
よ

る
算
定

方
法

を
用

い
ま

す
。

②
委

託
先

の
選

定
基

準

・
基
本
的

事
項
の
設

定

・
指
名
競
争
入

札
に

お
け

る
選
定
基

準
の
設

定

・
指
名
業

者
の
選
定

・
随
意
契
約
に
お
け
る
委
託
先
の
選

定

③
委
託
先
等
の
決
定

・
委
託

先

や
委
託

料
を
決

め

る
と

き

は

、
よ

り
競
争

性
、
客
観

性
、
公

平

性

の
高

い
方
法

を
採
用

し

ま
す

。

④

事

務

事

業

の

執

行

管

理

・
事
業

の
執

行
管

理

の
徹

底

・
完
了

検
査

の
徹

底

公
正
・
透
明
な
行
政

運
営
を
目
指
し
て

行
政
手
続
条
例

が
制
定
さ
れ
ま

し

た

行
政
リ
ス
ト
ラ
の
一
環
と
し
て
検

討
を
進
め
て
い
た
「
松
戸
市
行
政
手

続
条
例
」
が
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
市
役
所
が
行

っ
て

い
る
業
務
の
う
ち
、
市
の
条
例
や
規

則
な
ど
に
基
づ
く
許
認
可
や
、
行
政

‘
指
導
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

権
利
・
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
、
共
通

す
る
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
条
例
の
施
行
(
平
成

９
年
４
月
1
日
）
に
向
け
て
、
各
基

準
な
ど
の
整
備
に
取
ひ
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

１

申

請

に

対

す

る

処

分

（
市

役
所

が
行

う

許

認
可

な
ど

の

申
請

の
処
理

つ

い
て

の

ル

ー
ル
）

・
審
査
基
準
を
明
確
に

ど
の
よ
う
な
審
査
内
容
な
の
か
明

ら
か
に
し
ま
す
。

・
理
由
を
は
っ
き
り
と

な
ぜ
許
可
な
ど
が
で
き
な
い
か
理

由
を
示
し
ま
す
。

・
標
準
処
理
期
間
を
明
確
に

許
可
・
不
許
可
を
決
定
す
る
ま
で

に
必
要
と
な
る
標
準
的
な
処
理
日

数
を
窓
口
で
す
ぐ
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
す
。

２

不

利

益

処

分

（
市

役
所

が
許

認
可

の
取

り

消

し

な
ど
を
行
う
場
合
の
ル
ー
ル
）

・
処
分
基
準
を
明
確
に

ど
の
よ
う
な
場
合
に
不
利
益
処
分

を
行
う
か
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・
理
由
を
は
っ
き
り
と

不
利
益
な
処
分
を
す
る
場
合
は
理

由
を
示
し
ま
す
。

・
ご
意
見
を
聞
き
ま
す

不
利
益
な
処
分
を
す
る
前
に
聴
聞

手
続
・
弁
明
手
続
を
行

い
、
ご
意

見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

３

行

政

指

導

（
市
役
所
が
行
う
全
て
の
行
政
指

導
の
ル
ー
ル
）

責
任
者
ど
内
容
を
明
確
に
し
ま
す
。

・
強
制
し
ま
せ
ん
。

・
し
か
し
、
市
民
の
た
め
に
な
る
こ

と
は
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

４

届

出

（
市

役

所

が
定

め

た
全

て

の

届
出

の
ル

ー
ル
）

・
必
要

な

も

の
が
そ
ろ

っ
て

い
れ
ば

完

了
で

す

。

児

童

扶

養

手

当

の

申

請

は

お

済

み

で

す

か

手
当
て
受
給
対
象
者
十
八
歳
の
誕
生

日

後
３
月
3
1
日
ま
で

の
問

（
障
害
児

は
二
十
歳

未
満
）

の
児

童
を

監
護
し

て

い
る
母

、
ま
た

は
母

に
代

わ
っ
て

そ

の
児
童

を
養
育
し

て

い
る
人

（
養

育

者
）

※
①
対

象

児
童

が
母

の
配
偶

者

（
内

縁
関

係
等
を
含

む
）

に
養

育
さ
れ

て
い
る
②
対
象
児
童
の
母
（
養
育

者
）

が
、
国
民
年

金

（
老

齢
福

祉

年

金
を
除
ぐ
）
　・
厚

生
年
金

等
の

公
的
年

金
を
受

け
ら
れ

ゑ

ぽ
昭
和

印
年
８

月
１
日
以

降
に
手

当
の
支

給
要

件
に
該
当
し

て
か
ら
五

年
を

経
過
し

て
も
手
当

の
請

求
を
し
な

か

っ
た
場
合
に

は
、
手

当
は
受

け

ら
れ
ま
せ
ん
。

※
所
得
に
よ
っ
て
手
当
の
支
給
が
制

限
ま
た
は
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

亘

援
護
課
援
護
係

松

戸

市

成

人

式

平
成
９
年
１
月
1
5
日
(
祝
)
〔
成
人
の

日
〕
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
対
象

昭
和
5
1
年
４
月
２
日
～
5
2
年
４
月
１

日
生
ま

れ

の
人

で
、
市
丙

に
住

民
票

が
あ

る
人

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
ま
つ
ど
1
1

月
５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
1
2
月
中
旬
に
通
知
を
発
送
し
ま

す

）
。

回

教

育
委
員

会
社

会
教
育

課
社
会

教

育
係

公
6
6
・
7
4
6
2

番

監
査
結
果
の
公
表

地

方
目
治
法
第
二
百
四
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
8
年
１
月

６
日

何
け
を
も
っ
て
市
民
四
名
か
ら
提

出
さ
れ
た
『
松
戸
市
長
措
置
請
求
書
』

に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規

定
に
よ

り
、
監
査
を
実

蒟
し
た
の
で
、
そ
の
結

果
の
概
要
を
次
の
と
お
リ
公
表
し
ま
す
。

平
成
8
年
9
月
2
6
日

松
戸
市
市
監
査
員
 
阿
部
芳
徳

原

島

康
廣

関

川
和

則

染

谷

建
治

記

監

査

の

実

施

一
　

請

求
の

要

旨

社
会
福
祉
法
人
平
和
保
育
園
に
は
、

保
育
所
長
設
置
の
単
価
が
適
用
さ
れ
措

置
費

が
交
付

さ
れ
て

き
た
。

昭
和
5
1年
４
月
!
6日
付
け
厚

生
省
児

童
家
庭
局
長
通
知
の
所
長
の
設
置
ま
た

は
未
設
置
の
認
定

基
準
に
照
ら
せ
ば
平

和
保
育
園
は
未
設
置

の
保
育
所
と
し
て

扱

わ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
平
和

保
育
園
は
、
所
長
が
設
置

さ
れ
て

い
る

保
育
園
と
し
て
措
置
費
を
水
増
し
、
へ

施
し
た
。

監

査

の

結

果

（
主

文

）

本
件
監
査
請
求
に
は
理
由
が
な

い
も

の
と
認
め
る
。

（

理

由

）

本

件

監

査

請

求

の
監

査

結

果
を

述

べ

る
に

当

た

り

、
ま

ず

、

請

求

書
に

お

け

る
保

育

所

へ

の
人

所

措

置

費

に

つ

い
て

触

れ
て

お

く

。

保

育

所

へ

の
人

所

の
措

置

は
児

童

福

祉
法

第

二

十

四
条

に

よ
れ

ば

「
市

町

村

は
児

童

の

保

育

に
欠

け

る

と

こ

ろ

が

あ

る
と

認

め

る

と

き

は
、

そ

れ

ら

の
児

童

を
保

育

所

に

入
所

さ
せ

て

保

育

す

る
措

置

を
採

ら

な

け

れ

ば

な
ら

な

い
」

と

規

定

さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
は

要

保

育

児
童

を

保
育

所

に

入
所

さ
せ

る
行

政

措
置

で

あ

る
と

い
え

る

。

さ
ら

に

、

同

法
第

五

十
一
条
第
一
号
の
二
に
お
い
て
「
市
町

村

が
第

二

十

四

条

本
文

に

規

定

す

る
措

殼

を
採

っ
た

場

合

に

お

い
て

、
入

所

に

要

す

る
費

用

お

よ

び
入

所

後

の

保

護

に

つ
き
、
第
四
十
五
条
の
最
低
基
準
を
維

持

す

る
た

め

に

要

す

る
費

用

」

を
市

町

村

の
支

弁

と

す

る

と

規
定

し

て

い
る

。

ま

た

、
こ

の
保

育
所

へ

の
入

所

措

置
費

は

保
育

所

の
経

営

、

経
理

の
実

態

等

を

考

愿
し

、
地

域

差

、
定

員

規
模

、
児

童

の

年
齢
別
所
長
の
設
置
・
未
設
置
等
に
応

じ

、
全

国

的

に

統

一

的

な
保

育

単

価

を

設

け

、
措

置

費

の

支

弁
基

準

と

し

て

い

る

と
こ

ろ

で
あ

る

。

こ

の
保

育

単

価

は

保

育
所

に
人

所

し

た

措
置

児

童

一

人

当

た

り

の
措

置

費

の

月

額

単
価

を

定

め

た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
額
に
各
月
初
日
の

措

置

児

童

の
数

を

乗

じ

て
得

た
額

を

措

置

費

の

総

額
と

し

て

毎
月

そ

れ

ぞ
れ

の

保
音
所
に
支
弁
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ

こ

で

、
今

回

の
監
杏

請

求

の
要

旨

の

中

で

指

摘
し

て

い
る

所

長

設
置

・
未

設

置

の

観

点

か
ら

調

査

し

た

。
前

述
し

た

と

お

り

、
保

育

単

価

を

構

成

す

る
要

素

と

し

て

は

地

域

区

分

、

年

齢

区

分

、

民

間

施

設

給
与

等
改

善

費
茄

算

額

等
ト

一
項
目
あ
り
、
そ
の
該
当
区
分
に
基
づ

き

そ

れ

ぞ
れ

の
保

育

単

価

が
決
定

さ

れ

る
。
松

戸
市

の
措

置

費

は

前

述
し

た

十

一
項

目

の

う
ち

地

域

区

分

、
定

員

区

分

、

所
長
設
置
・
未
設
置
区
分
、
児
童
の
年

違

法

・
不

当

に
請

求

し

た

。

松

戸
市

は
違

法

・
不

当

に
措

置

費

を

請

求

し

、
不
ｙ
Ｅ
」
に

こ

れ

を

取
得

し

た

所

長

に

対

し
損

害

賠

償

な

い
し
不

当
利

得

返
還
請
求
権
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
の

に

、
市

長

は
請

求

を

怠

っ

て

い
る

の

で

、

平

和

保

育

園

に
対

し

損

害

賠

償

な

い
し

不

当
利

得

返
還

請

求

を

請

求
す

べ

き
で

あ
る

。

以

上

を
監

査

請

求

の
要

旨

と
解

し

た

。

二
　

監

査

の
対

象

事

項

監
査
の
対
象
事
項

は
、
措
置
請
求
書

に
記
載
さ
れ
た
請
求
の
趣
旨
お
よ
び
陳

述
の
内

容
か
ら
判
断

し
て

、
「
損

害
賠

償
な
い
し
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
行

使
を
怠
る
事
実
」
と
し
た
。

三
　

請
求

人
の

証
拠
の

提
出
お

よ
び

陳
述

請

求
人
に
対
し
て

、
地
方
自
治
法
第

二
百
四
十
二
条
第
五
項

の
規
定
に
基
づ

き
、
平
成
８
年
９
月
３
日
新
た
な
証
拠

の
提
出
お
よ

び
陳
述
の
機
会
を
与
え
、

こ
れ
を
行

っ
た
。

四
　

監
査

の

方

法

松
戸
市
長
か
ら
関
係
書
類
の
提
出
を

求
め
、
平
成
８
年
９
月
３
日
市
関
係
職

員
か
ら
事
情
を
聴
取

し
、
監
査
を
実
丶

齢

区

分

等

六
項

目

の
保

育

単

価

適
用

区

分

の

決

定

に
基

づ

き
、

そ

の

保

育

単
価

が
決

め

ら

れ

る

。

松

戸

市

は
こ

の
保

育

単

価

に

よ
り

各

保

育
所

に
対

し

て
支

弁

し

て

い

る
と

こ

ろ
で

あ

り

、
国

お
よ

び
千

葉
県

は
こ

の

保

育

単

価

を

限
度

と

し

て

、
同

法

第

五

十

三

条

お

よ

び
第

五

卜

五

条

の

規
定

に

よ

り

措

置
費

の
負

担

を

し

て

い
る

。

さ

て

、

監

査

請
求

書
に

よ

れ

ば

、
社

会

祖
祉

法

人
平

和

保

育

園

は

実

質

的

に

は
所

長

が

設

置

さ

れ
て

い
な

い
保
育

所

で

あ

る
に

も

か

か

わ
ら

ず

、
所

長

が
設

置
さ
れ
て
い
る
保
育
所
と
し
て
認
定
し
、

そ

の
保

育

単

価

を
適

用

し

措

置

費

が
交

付

さ

れ
て

き

た

と

い
う

も

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

所

長
設

置

・
未

設

置
区

分

に

つ

い
て

の

認

定

で

あ

る

が

「
児

童

福

祉

法

に

よ

る

保

育
所

措
置

費

国

庫

負

担

金

に

つ

い
て

」

通

達

の

施
行

に

つ

い
て

（

昭
和
5
1
年

４

月
1
6
日

厚

生

省

発

児

第

五

十

九

号

の

五

厚
生

省
児

帝

家

庭

局

長

通
知

）

に

よ

れ

ば
、

そ

の
認

定

は

保

育

所

を
管

轄

す

る

祁

道

府
県

知

事

が
行

つ

と

さ

れ
て

お

り

、

認

定

基
準

に

つ

い
て

も

定

め
ら

れ
て

い

る
と

こ

ろ
で

あ

る

。

さ

ら
に

、

こ

の
厚

生

省

の
通

達

を
受

け
て
千
葉
県
は
昭
和
6
2
年
に
「
所
長
設

假

保
育

単

価

適

用
承

認

取

扱

要

綱

」

を

制
定

し

そ

の
第

三

条

で

「
知

事

は

、

保

育
所

長

が
次

の
各

号
の
要

件

を

す

べ
て

満

た

す
と

き

は

、

そ

の

保
育

所

の
所

長

設

置

保
育

単

価

の

適
用

を
承

認

す

る

も

の

と

す

る
」

と

し

て

詳

細

に
そ

の
要

件

を

定

め
て

い
る

。

ま

た

、
同

保

育

園

は

昭
和
5
0
年

２

月

2
5日

社
会

福

祉

法

人

設

立
認

可

の
承

認

時

点

で
既

に

「
所

長

設

置

保

育

単
価

が

適
用

さ

れ

る
保

育

所

」

と
し

て

認

定

さ

れ

て

お
り

、
そ

の

後

の

要

件
を

満

た

し

て

い
る

か

ど
う

か

の

認

定

は
毎

年

実

施

さ

れ

て

い

る
県

の

児

童

福

祉
行

政
指

導

監

査

の

結
果

に

委

ね

ら

れ

て

い

る
と

こ

ろ

で

あ
り

、
松

戸

市

は

県

が
認

定
し

た

所

長

設
置

の
保

育

単

価

に

よ
Ｉ

措

置

費

を

支

払

っ

て

い
た

も

の

で

あ

る

。

以

上

総
合

す
る

と

、

平
和

保
育

園

の

所

長

設
置

・
未

設

置

区

分

に

つ

い
て

の

認

定

行
為

は
県

に

あ

る

と

認

め

ざ

る
を

得

な

い
。

よ

っ
て

監

査

委

員

の

権
限

の

及

ぶ

範

囲

で

な

い
と

考

え

る

。

し

た

が

っ

て
、

本

件

請

求

に

は
理

由

が
な

い
も

の
と

認

め

ら

れ

る

。

行政リストラを推進しています

この届出をお

願いします。 内容を確認し ます。

必要なも のは 全てあり ます

ね。確かにお受けいたし ま

した。

ご 協力ありがとうご

ざいます。Ｃについ

ても 、もう一度考え

てみてく ださい。

マンション計画に

つい て、ＡとＢは

了 解し まし た。

Ｃについては 、今

のところ 無理です

ね。

ご返答までに○日ぐ ら

いかかります。

許可するかどうかはこ

の審査基準で行います。

こ の申請をお願いしま

す。

許可されるまでに何日

ぐ らいかかりますか。

これは条例違反となります。

あとでご意見をお聞きしま

す。日程は改めてお知らせ

します。

条例や処分の基準はここに

あります。

(聴聞 ・弁明手続)

わかりました。

その処分基準を見

せてください。

広報 1996年(平成８年)10月２５日 広報 1996年(平成８年)10月２５日

不利益
処分

届出行政指導

申請に

対する処

分



情報

※ タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

講
座
・
講
演

つ

ま
み

画

講

習

会

1
1月
1
2日
火
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

干
支
牛
短
冊
　
持
ち
物
つ
ま
み
画
ピ

ン
セ
ッ
ト
・
和
は
さ
み
・
お
し
ぼ
り

費
用
二
千
五
百
円

匯

電
話
で

あ
か
し

や
つ
ま
み
画
研

究
会
・
蜷
川
容
8
8・
7
3
6
5

番
へ

熟

年

男

性
の

料

理

教

室

1
1
月
1
2
日
(
火
)
～
1
4
日
水
、
午
前
1
0

時
3
0分
～
午
後
１
時

丿
分
　
会
場
五

香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
市
内
在
住

で
六
十
歳
以
上
の
男
性
（
三
日
間
参

加
で
き
初
め
て
参
加
す
る
人
）
　
定

員
十
五
人
（
抽
選
）
　
費
用
千
円

圃
1
0
月
3
1
日
(
木
)
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に

住
所

・
氏
名
・
電
話
番
ひ
・
年
齢
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
本
町
一
四

の
二
第
一
生
命
ビ
ル
内
松
戸
市
社
会

福
祉
協
議
会
「
熟
年
男
性
の
料
理
教

室
」
係
（
公
6
8・
0
5
0
3

番
）
へ

北
京
女
性
会

議
行
動
１

会

1
1
月
1
1
日
(
月
)
午
後
６
時
～
９
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

内
容
女
性
と
メ
デ
ィ
ア
ほ
か
　
講
師

佐
賀
県
立
女
性
セ
ン
タ
ー
館
長
・
船

橋
邦
子
氏

費
用
五
百
円

圃
電
話
で
行
動
綱
領
学
習
実
行
委
員

会
・
地
守

豊
8
7・
4
9
3
0

番
へ

1
1
月
８
日
(
金
)
午
後
７
時
～
８
時
3
0

分
と
1
5
日
(
金
)
～
1
7
日
(
日
)
（
二
泊
三
日

の
実
地
研
修
）
　
会
場
市
民
会
館
・

吾
国
山
洗
心
館

（
笠
問
市
）
　
講
師

口
本

不
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
協
会
　
定

員
先
着
三
卜
人
　
対
象
十
六
歳
以
上

の
人

（
三
卜
歳
未
満
の
人
優
先
）

費
用
約
一
万
五
千
円

匣
電
話
で
青
少
年
会
館

容
4
4・
8
5

5
6
番
へ

精

神

保

健

普

及

運

動

「
こ

こ

ろ

の

健

康

づ

く

り

教
室

」

1
1
月
６
日
水
午
後
１
時
丿
分
～
３

時
3
0
分
会
場
東
葛
飾
支
庁
今
同
庁

舎

内
容
講
演
「
老
年
と
痴
呆
を
ど

う
考
え
る
か
」
　
講
師
北
野
朋
友
会

松
戸
神
経
内
科
院
長
・
北
野
邦
孝
氏

窖

貝
先
着
六
十
人

費
用
無
料

※
午
前
1
1
時
～
午
後
４
時
の
間
、

同
庁
舎
二

階
で
精
神
障
害
者

の

作
品
展
示
を
行

い
ま
す
。

亟

電
話
で

松
戸
保
健
所
予
防
課

登

6
1・
2
1
2
1

番
へ

障
害

者

ワ

ー
プ

ロ

講

習
会

毎
週
水
曜
日
、
午
前
1
0時
～
正
午

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
日
曜
日
も

開
催
）
　
会

場
総
合
福
祉
会
館
内
身

体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
象
市

内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育

手
帳
所
持
者
定
員
二
十
人
費
用

無
料

熈
中
馬
 
4
5
･
9
0
7
6
番

結

ば

な

い

帯
結

び

着

付

け

講

習

会1
1
月
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日
の
各
水

曜
日
、
午
後
２
時
～
４
時
（
い
ず
れ

か
一
日
）
　
会
場
小

金
原
市
民
セ
ン

タ
ー
　
内
容
正
月
用
晴
れ
着
を
着
る

持
ち
物
袋

帯
・
名
古
屋
帯

・
か
り

紐
・
ク
リ
ッ
プ

ー
タ
オ
ル
　
費
用
一

回
千
円
（
テ
キ
ス
ト
付
き
）

嬲
小
金
原
文
化
の
会
・
安
達
登
4
3・

6
8
9
8
番

マ

イ

カ

ー
点

検

教

室

1
1
月
９
日
(
土
)
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午

後
３
時
 
会
場
東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
　
対
象
運
転
免
許
の
あ
る
人
　
内

容
学
科
＝
自
動
車
の
し
く
み
・
安
全

運
転
の
た
め
の
点
検
整
備
、
実
技
＝

タ
イ
ヤ
の
取
り
は
ず
し
方
・
日
常
点

検
方
法

ほ
か
　

定
員
先

着
四

十
人

費
用
無
料

（
昼
食
付
き
）

※
軽
作
業
が
で
き
る
服
装
で

兩
電
話
で
(
社
)
千
葉
県
自
動
車
整
備

振
興
会
松
戸
支
部
・
湯
浅
 
9
2
・
3

3
1
1
番
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

へ

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教
室

1
0
月
ぶ
日
(
日
)
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校

春
用
無

料匣
当
日
会
場
で

圜
体
育
指
導
委
員
・
宍
戸
 
8
9
・
8

4
1
5
番

市

民

体

育

祭

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

1
1
月
2
3
日
(
祝
)
、
1
2
月
１
日
(
日
)
、
午

前
８

時
～

午
後

７
時
　

会
場

運
動
公

園
体
育
館
ほ
か
　
対
象
市
内
在
住
・

在

勤
者

の
チ

ー
ム

（
審
判

、
Ｔ

・
０

の
で
き

な

い
チ

ー

ム
、
ユ

ニ
フ

ォ

ー

ム
の
無
い
チ
ー
ム
は
不
可
）
　
　
費
用

一
チ
ー
ム
三
千
円
〔
1
1
月
６
日
水
午

後

７
時

か
ら
栗

ケ
沢

中
学

校
で
行

わ

れ
る
代

表
者
会

議
に

持
参
〕

圉
1
0
月
3
0
日
水
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
（

ガ
キ
に
チ

ー
ム
名

・
男
女

の
別

・
代

表

者
氏

名

・
住

所

・
電
話
番

号

を
記

入
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市
五
香
六
実
六

四
二
の
五
三
浜
田
一
彦
（
登
8
3
・
0

8
6
4

番

）

へ

中
央

保
健

セ
ン

タ
ー
（
費
用

無
料
）

匣
①
③
は
1
0
月
3
0
日
水
、
②
は
1
1
月

1
5日
金
ま
で
に
、
電
話
で
健
康
課
公

6
6’
7
4
8
9
番
へ

圃
1
1
月
５
日
(
火
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
封

書

に
返

信
用

封

筒
を
同

封
し

、
教

室

名

（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

は

コ

ー

ス

名

）・
住
所

・
氏

名

（
フ

リ

ガ
ナ

）
・

年
齢

・
電

話
番
号

を
記

入
し

て
、
一
７

蹈
松
戸
市
和
名
ケ
谷
一
三
六
〇
和
名

ケ
谷

ス

ポ
ー

ツ
セ
ン

タ

ー

（
豊
9
1
。

5
9
9
0

番

）
　へ

午
前
ｍ

時
～

午

後
１

時
3
0分

（
1
1
／
1
2は
正

午

ま
で
）

会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
定
員

先
着
十
五
人

対
象

本
講
座
を
初
め

て
受
け
る
人
 
費
用
無
料

圉
電
話
で
健
康
課
常
盤
平
万
面
保
健

室
 
8
4
・
1
3
3
3
番
へ

じ
き
し
ん
か
げ
り
ゅ
う

古

流

直

心
影

流
な

ぎ

な

た

教

室

1
0
月
3
0
日
～
1
2
月
1
1
囗
の
毎
週
水

曜
日
、
午
前
1
1
時
～
午
後
１
時
（
全

七
回
）
　
会
場
運
動
公
園
剣
道
場

対
象
成
人
　
費
用
保
険
料
千
三
百
円

圉
当
日
会
場
で
、
ま
た
は
電
話
で
松

戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・
竹
山
登
8
4・

６
８
９
】６
番
へ

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

大

会

1
1
月
1
0
日
(
日
)
午
前
９
時
～
午
後
１

時

（
雨
天

中

止
）
　

会
場

栗
ケ
沢
小

学
校

費

用

無
料

圃
且
月
３
日
(
祝
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に
代

表
者

住
所

・
氏
名

・
電

話
番
号
を
記
人
し
て
、
〒
2
7
0
松
戸
市

小

金
原

三

の
一
八

の
一

八
の
一
石

三

体

育

指

導

委

貝

・
市

村

広

子

（

登

4
2・
6
1
9
0

番

、
夜
間

の
み

）
へ

※

一
チ

ー
ム
六
人

、
個
人

参
加
可

家

庭

婦

人

卓

球

大
会

ラ

ン

ク
別

抽

選

ダ

ブ

ル

ス

戦

1
1
月
1
2
日
(
火
)
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
車
内
在

住
・
在
勤
の
女
性

費
用
一
人
六
百

円圉
1
1
月
６
日
(
水
)
午
前
1
0
時
か
ら
運
動

公
園
会
議
室
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会

議
に
て

崑
家
庭
婦

人
卓
球
連
盟
・
占
川

昔

6
2・
3
7
2
9

番

家

庭

婦
人

バ

レ

ー
ボ

ー
ル

大

会

1
1
月
ぶ
日
(
日
)
・
Ｊ
日
巾
、
午
前
８

時
3
0分
か
ら
　
会
場
運
動
公
園
体
育

館
　
対
象
市
内
在
住
の
女
性
チ

ー
ム

費
用
一
チ
ー
ム
ニ
千
円

※
1
1
月
1
6
日
(
土
)
午
後
２
時
か
ら
、
運

動
公

園
武
道
館
会
議
室

で
代
表

者
会
議
を
行

い
ま
す
。

皮
膚
と
糖
尿
病

最
近
は
、
皆
さ
ん
が
健
康
診
断

を
受
け

る
機
会

が
増
え

ま
し
た

。

そ
の
た
め
、
糖
尿
病
の
早
期
発
見

も
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

皮
膚
科

を
受
診
し
て
、
初
め
て
見

つ
か
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。

糖
尿
病
に
よ
る
高
血
糖
は
、
体

の
い
た
る
と
こ
ろ
の
血
管
に
変
性

を
起
こ
し
ま
す
。
そ
し
て
皮
膚
に

も
多
く
の
病
変
と
し
て
現
れ
ま
す
。

皮
膚
は
血
管
に
富
む
面

積
の
広

い

器
官
で
す
の
で
、
糖
尿

病
に
な
る

と
当
然
さ
ま
ざ
ま
な
異
常
が
現
れ

る
わ
け
で
す

。
ま
ず
、
一
時
的
な

も
の
と
し
て
顔

が
赤
ら
む
、
特
に

両
方
の
ほ
お
が
ポ
ッ
と
赤
く
な

っ

て
き
ま
す
。

脛

（
ず
ね

）

に

で

き

る
の

は
、

脛

（
け
い
）
骨
田
部
色
素
斑
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
皮
膚
血
管
の
変
性
に

よ

る

も

の
で

す

。
こ

の
症

状

が
さ

ら

に

進

む
と

脂
肪

組

織

の

変
性

が

起

こ

り

、
黄

色

っ
ぽ

い
不

規
則

な

形

を
し
た
斑

と
な
り
ま

す
。

向
こ
う
脛
に
斑
が
で
き
る

や
け
ど
を
し
た
覚
え
が
な
い
の

に
、
向
こ
う
脛
や
足

の
裏
、
か
か

と
、
と
き
に
手
の
甲
な
ど
に
水
ふ

く

れ
が
で
き
た
と
き
は
、
糖
尿
病

を
疑
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
症
状
は
た

い
て
い
自
然
に
治

る
も
の
で
す
が
、
ま
れ
に
は
治
り

に

く

い
糖
尿
病
性

壊
疽
（
え

そ
）

ま
で
進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ア

ズ
キ
か
ら
ダ
イ
ス

人
く
ら

い

の
褐
色
の
斑
（
は

ん
）
が
向
こ
う

圉
1
1
月
２
口
(
土
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
で

〒
2
7
0
松

戸
市

千

駄
堀

一
六
七

七

の
二

北
見

敦
子

（
登
4
3
・
9
0
6

6
番
）

へ

初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

1
2月

５
日

～
９

年
３

月
2
7日

の
毎

週
木
曜
目
（
３
月
2
0
日
を
除
ぐ
)
①

午
前
９

時
3
0
分

か
ら

②
午
前
1
1
時
1
5

分
か

ら
・③
午

後
１

時

か
ら
　

会
場

栗

ヶ
沢
公
園
庭
球
場
　
対
象
市
内
在

住

・
在

勤

者

費

用

一
万

二

千

円

（
保
険

料
を
含

む
）

箝
1
1
月
1
0
日
(
日
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
希
望
時
間
（
第
三
希
望
ま

で
）
・
返

信
用

あ
て

名
を
記

入
し

て
、

〒
2
7
0
松
戸
北
郵
便
局
私
書
箱
一
二
号

松
戸
市
テ
ニ
ス
協
会
・
平
木
（
容

4
8・
6
7
8
4

番

）

へ

体
が
か
ゆ
い
。
治
療
し
て
も
か

ゆ
み
が
楽
に
な
ら
な
い
。
足
が
し

び
れ
る
。
し
び
れ
が
む
し
ろ
痛
み

に
な
っ
て
き
た
。
傷
が
治
り
に
く

い
。
化
膿

（
か
の
う

）
が
だ
ん
だ

ん
ひ
ど
く
な

る
。
治
療
し
な

が
ら

大
き

な
皮

膚
潰
瘍

（
か

い
よ
う
）

に
な
っ
た
り
す
る
。
水
虫
や
菌
に

よ
る
皮
膚
病
が
や
た
ら
と
で
き
て
、

し
か
も
な
か
な
か
治
ら
な
い
。
こ

れ
ら
は
糖
尿
病
の
人
に
よ
く
み
ら

れ
る
症
状
で
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
人

の
水
虫
が

悪
化
す
る
と
、
蜂
窩
織
炎

（
ほ
う

か
し
き
え

ん
）
な
ど
の
重

い
細
菌

感
染
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
を
要
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
糖
尿
病
は
、
体
の

回
復
力
を
妨

げ
る
厄
介
な
病
気
で

す
。
予
想
に
反
し
て
治
療
効
果
の

あ
が
ら
な
い
皮
膚
病
は
、
何

か
の

疾
患

が
隠
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
糖
尿
病
は
そ
の
ひ
と
つ
と

言
え
ま
し
ょ
う

。
専
門
的
な
詳
し

い
検
査
を
し
て
、
併
せ
て
基
礎
疾

患
の
治
療
が
必
要
で
す
。

（
松
戸
市
庚
師
会
)

そ
の
他
の
症
状

足
や
手
に
水
－
か
く
れ
が
で
き
る

市役所の代表電話は     66-
1111番
代表FAXは     63-320
0番

教室名　　　　日　時　　　｜会場|対象|定員｜費用

水泳

エアロ

ビクス

11/13 ～1/8 の毎週水曜日

(1バを除く全8 回)
午前10時～正午

①火曜日コース
11/12 ～1/７の毎週火曜日

(12/31を除く全8回)

午前10時30分～1時30分

②木曜日コース

11/14～1/9の毎週木曜日

1/2を除く全B回)
午前10時30分～11時30分

20 人
(抽選)

各25人

(抽選)

１回
600 円

１回

150 円

和
名
ヶ
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

温
水
プ
ー
ル
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

市
内
在
住
成
人
の

初
心
者

健康と食生活について(お話

スピード料理(実習)

健康づ＜リと運動･休養について

(お話) ・手軽にできるヨ ガ(実技)

家族そろ って成人 病 予防し よう

(お話)野菜をいっばい食べよ

う( 実習)

成 長期のための食生活( お 話)・

カルシウムを上手にとろう(実習)

教室名　　｜　期日　時間｜　内　容　|会場

医師による

講演

医師による

講演

調理実習

貧血予防の

話・調理実
習

午前9時50分～正午

午前9時

50分～午後1時30分

11/5(火

)11/21(木

)11/22(金

)11/1(金

)

① 高コレ ス テロ

ール 予防 教室

(先 着50 人)

②糖尿 病予防 教

室(2日コース

(先 着36 人)

③ 貧血 予防 教室

(先 着36 人)

チャンネル

広報 1996年(平成８年)10月２５日



催

し

物

芋

（
イ

モ

）
煮

会

1
1
月
３
日
(
祝
)
午
前
1
1
時
～
午
後
３

時

（
小

雨
決
行
）
　

会
場
国
道

６
ひ

新
葛
飾
橋
下
江
戸
川
十
手
（
松
戸
側
）

費
用
無
料

松

戸

テ
ニ
ス

ク
ラ

ブ

登
6
2・
3
0

4
7
番

自
宅
の
健
康
診
断
(
木
造
住
宅
「
耐
震

診
断
・
補
強
相
談
会
)
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

1
0
月
3
0
日
(
水
)
午
前
９
時
～
午
後
５

時

会

場
市
役
所

本
館

三

階
会
議

室

持
ち

物
目
宅

の
平
面

図
（
間
取

り
図

）

等

費

用
無

料

※
当

日
相

談

の
あ

る
人
は

、
事
前

に

電

話

を

し

て

く

だ

さ

い
。

次

回

は

常
盤
平

地
区

で
開
催

予

定

圃

建

築
指
導

課
建

築
指

導
係

Ｏ
譲
り
ま
す

〔
家

具

〕

キ
ッ
チ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー

千
円
◆
ス
チ
ー
ル
製
事
務
机

い
す

セ

ッ
ト
無
料
◆

学
童
用
い
す
三
百

円
◆

ベ
ン
チ
型
ソ
フ
ァ
ー

（
ひ
じ

掛
け
付
き
）
六
千
円

◆
本

棚
無
料

◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
五
千
円
◆

ド
レ

ッ
サ

ー
無
料
◆

応
接

セ
ッ
ト

テ
ー
ブ
ル
ニ

点
八
千
円
◆

洋
服

た

ん
す
千
円

・
五
千
円

◆
ソ
フ
ァ
ー

マ
ッ
ト
レ

ス
（
ダ
ブ
ル
）
二
千
円

◆
一
人
用
ソ
フ
ァ
ー
ニ
個
無
料

〔
電

気
用

品

〕
布
団

乾
燥
機
四
１

円
◆
草
刈
り
機
七
千
円
◆

電
動

靴

み

が
き
千
円
◆

電
気
卓
上
フ
ラ
イ

ヤ
ー
千
円
◆
電
気
炊
飯
器
千
円
◆

食
事
保
温
ト
レ

ー
無
料
◆

冷
風

機

（
温
風

・
除
湿

）
五
千
円

◆
冷
風

扇
八
千
円
◆
空
気
清
浄
機

無
料
◆

家
具
調
こ
た
つ
三
千
円
◆

パ
ソ
コ

矢
切
公
民
館
合
同
作
品
展

1
0
月
3
1
日
(
木
)
～
1
1
月
６
日
8
水
)
の
午

前
1
0時
～
午
後
４
時

（
3
1日
は
正
午

か
ら
、
６
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場
矢
切
公
民
館

内
容
公
民
館
の

利
用
団
体
と
講
座
終
了
者
の
作
品
展

示
　
費
用
無
料

圃
矢
切
公
民
館

登
朏
・
１
２
－

４
番

タ

カ

ラ

ふ

れ

あ

い

祭
1
9
6

町
月
３
日
(
祝
)
午
前
1
1
時
～
午
後
３

時

会
場
宝
酒
造
松
戸
工
場

（
Ｊ
Ｒ

北
松
戸
駅
徒
歩
五
分
）
　
内
容
工
場

見
学
・
ア
ニ
メ
シ
ョ
ー
・
歌
謡
シ
ョ

ー
・
模
擬
店
・
わ
ん
ぱ
く
広
場
ほ
か

費
用
入
場
無
料

崇
車
で
の
来
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

黯
宝
酒
造
松
戸
工
場
総
務
課
登
6
2・

0
2
6
1
番

ン

ー
万
円

〔
子

供
用

品

〕

Ａ
型

ベ
ビ
ー
カ
ー

千
円

・
二
千
円

・
八
千
円
◆
Ｂ

型

ベ

ビ

ー
カ

ー

無
料

・
二

千

五
百

円
・
三
千
円
◆
チ
ャ
イ
ル
ド
カ
ー

シ
ー
ト
千
円
こ
二
千
円
◆
ベ
ビ
ー

ラ
ッ
ク
無
料
・
二
千
円
二
点
◆
ワ

ン
タ
ッ
チ

ベ
ビ
ー
チ

ェ
ア
ー
二

千

円
◆

ク
ー

バ
ン
千
円
◆

キ
ャ
リ

ー

バ
ス

ケ
ッ
ト
五
千
円
◆
電
子

レ
ン

ジ
用

は
乳

び
ん
消

毒
器
千
円
二

点

◆
幼
児
用
足
こ

ぎ
自
動
車
二
千
円

◆

マ
マ
コ

ー
ト
三
千
円
◆

ペ
ビ

ー

バ
ス
五
百
円
二
点
◆
ベ
ビ
ー
湯
た

ん
ぽ
五
百
円
◆
木
製
（
イ
チ
ェ
ア

ー
千
円

・
二
千
円
◆

お
ま
る
三
百

円
◆

室
内
用
木

製
す

べ
り
台
三

千

円

・
五
千
円
◆

お
ん
ぶ
だ
っ
こ
ひ

も
千
五
百
円

〔
ス

ポ
ー
ツ

用
品

・
楽
器

〕

ク
ラ

シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
一
万
円
◆

エ
レ

ク

シ

ン

ポ
ジ

ウ

ム

「
私

た

ち

が
望

む
図

書

館

と

は

」

1
1
月
２
日
(
土
)
午
後
２
時
～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま

つ
ど

定
員
先
着
三
十
五
人
　
内
容
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
市
民
が
求
め
る
図
書

館
像
に
つ
い
て
の
話
し
会
い
　
費
用

資
料
代
三
百
円

圃
電
話

で

お
１

い
図
書
館

・
青
木

6
7
・
５
３
８
４
番
へ

秋
の
火
災
予
防
運
動
・
消
防
ま

つ
り1
1月
９
日
出
午
前
1
0時
～
午
後
２

時
（
小
雨
決
行
）
　
会
場
消
防
訓
練

セ
ン
タ
ー
　
内
容
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ

ト

ー
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
・
模
擬
店
・

新
鮮
野
菜
等
の
即
売
・
人
抽
選
会
・

消
防
音
楽
隊
の
演
奏
・
消
防
車
両
休

験
乗
車
ほ
か
　
曹
用
入
場
無
料

全
局
木
小

・
貝
の
花
小
学
校
に
駐
車

で
き
ま
す
。

無
消
防
局
総
務
課
昔
6
3・
1
1
1
1

内
線
3
1
2
番
、
当
日
の
案
内

昔
6
2・
0

1
1
9
番

ト

ー

ン

無

料

◆

ト

レ

ー

ニ

ン

グ
自

転

車

五

千

円

◆

ス

キ

ー

靴

・
板

セ

ッ
ト
（
男
性
用
1
9
0
セ
ン
チ
）
三
千
円
◆

ス

キ

ー

ウ

ェ

ア

（
男

性

用

Ｌ

Ｌ

）

五

千

円

〔
日

用

品

〕

オ

イ

ル

ヒ

ー

タ

ー
ニ

千

円
一
．点

◆

ク

リ

ス

タ

ル

シ
ャ

ン

デ
リ

ア

ー
万

円

◆

電

子

タ

イ

プ

ラ

イ

タ

ー
五

千

円

◆

プ

リ

ン

ト

ゴ

ッ

コ

三

千

円

◆

木

目

込

羽

子

板

八

千

円

◆
一
．段

式

は
し

ご

七

千

円

◆

百

科

事

典

千

円

◆

ア

ル

ミ

ブ

ラ

イ

ン

ド

千

円

◆

ス

キ

ー

キ

ャ

リ

ア

（
一
一

千

ぽ
）

六

千

円

◆

テ

レ

ビ

ボ

ー

ド

五

千

円

◆

積

み

重

ね

ラ

ッ

ク
五

百

円

◆

都

市

ガ

ス

ス

ト

ー
ブ

五

千

円

◆

Ｌ

Ｐ

ガ

ス

ス

ト

ー

ブ

ー
万

円
一
．

点

◆

男

性

用

レ

イ

ン

シ

ュ

ー

ズ

ー
．

足
（
2
4
セ
ン
チ
、
2
4
・
５
セ
ン
チ
）
無
料
◆

ゴ

ム

タ
イ

ヤ
チ

ェ

ー

ン
　（
1
8
5……
7
0

R
・‐・

三

千

円

・
五

千

円
◆

英
会

話

教

材

．
万

円

◆

フ

ァ
ン

ヒ

ー

タ

ー

ガ

ー

ド
三
千

円

障

害

者

高

等

技

術

専

門

校

生

徒

募

集募

集
科
目

①
ｏ

Ａ

事
務

科

・
製
版

科

・
洋

裁
科

・
電
子

機
器

科

・
建
築

設

計
科

②

縫
製
実

務
科

・
木
工

実
務

科
対
象
①
身
体
障
害
者
②
精
神
薄

弱
者
 
定
員
①
②
と
も
各
十
人
訓

練
期
間
①
一
年
（
高
卒
以
上
。
た
だ

し
建
築
設
計
科
は
二
年
、
中
卒
以
上
）

②

一
年

（
義

務
教
育

修
了

者
）
　

入

校
選
考
日
①
1
2
月
1
0
日
(
火
)
・
1
1
日
(
水
)

②
1
2
月
５
日
(
木
)
・
６
日
(
金
)
　
費
用
授

業
料
無

料

（
公

共

安
定
所

か
ら

指
示

を
受
け
た
人
に
は
月
額
約
十
万
円
を

支
給
）
　
募
集
期
間
1
1
月
回
目
(
金
)
ま

で圃
県

立
障
害

者
高

等
技

術
専
門

校

0
4
3
・
2
9
1
・
7
7
4
4
番
、
Ｆ
Ａ
χ

0
4
3
・
2
9
1
・
7
7
4
5
番

訂
　

正

1
0月
1
5日
号

掲
載
の
創
立
二

十
五
周
年
記
念

ダ
ン
ス

パ
ー
テ

ィ
の
記
事
中
、
「
当
日

券
の

み
」

は

「
前
売
り
券
の
み
」

の
誤
り

で
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

圃
1
0
月
3
1
日
(
木
)
〔
当
日
消
印
有
効
〕

ま

で

に
、
（

ガ
キ

に
希

望
品

名

（
品

物

一

点

に

つ

き

一

人

。
枚

）
　・

価

格
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
（
昼

問

お
勤

め

の
人

は
勤

め
先

の
電
話

番

号
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根

本
七

の
八
京

葉

ガ
ス

Ｆ
松

戸

第
二

ビ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

※

相

手

の

紹

介

は
月

始

め

に

抽

選

し

、
当

選
者

に
電
話

連
絡
し

ま
す

。

紹

介

後

は

自

主

交

渉

に

な

り

ま

す

。

○

次

回

掲

載

分

に

つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
1
0月
2
9

日
天
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
1
1

月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は

一
万

円
ま

で
で
、
衣

料
品

・
食
料

品
・
自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

麺
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
容
6
6・
7
3

2
9
番

祭

日
少

年

会
館

登
4
4
・
8
5
5
6

番

松

戸

音

楽

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「

芸

線

上

の

ア

リ

ア

」

1
1
月
1
日
(
金
)
午
後
６
時
3
0
分
～
８

時

会
場

森
の
ホ

ー
ル
9
1一
　
費
用

二

千
七
百
円

晰
松

戸
中

央
了

ど
も
劇

場

・
青
木

昔

閲
・
9
1
5
4

番

文
化
財
史
跡
め
ぐ
り

1
1
月
８
日
(
金
)
・
1
4
日
(
木
)
・
1
5
日
(
金
)

の
各
午
前
９
時
3
0
分
市
役
所
地
下
玄

関

集

合

、

午

後

４

時

こ

ろ
解

散
　

コ

ー
ス
市
役
所
～
戸
定
邸
～
万
満
寺
・

王

子

神

社

～

旧

小

金

宿

の
街

並

み

～

本

土

寺

～

大

谷

口

小

金

城

跡

～

市

役

所

（
バ

ス

使

用

）
　

対

象

車

内
在

住

の
人
　
定
員
各
日
二
十
人
（
抽
選
）

持

ち

物

怪

食

費

用

無

料

圃
1
0
月
3
1
日
(
木
)
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往

復
（

ガ

キ

に
住

所

・
氏

名

・
年

齢

・
電

話

番

り

・
希

望

日

（
第

二

希

望

ま

で

）

を

記

人

し

て

、

干
2
7
1松

戸

市
根
本
三
五
六
松
戸
巾
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
文
化
財
係
（
6
6
・
7

4
6
2

番

）

へ

※
（

ガ

キ

ー
枚

で

二

人

ま

で

①

Ｈ
月
８

日

②
1
5日

③

２
日

の
各

金
暝

日

、
午
前
1
0
時

～
正

午

会
場

①
矢
切
公
民
館
②
常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
③
小

金
保

健

セ
ン

タ
ー
　

対

象

①

親
子

二

十
組

②
③

親
子
二

十

組
と

地

域

の
人

十
人
（

い
ず

れ
も
先

着
順

）

内
容

第

一
部

＝
親
子

遊

び
「
み

ん
な

で

あ

そ

ぽ
う

」
（
講

師

＝
一

時
保

育

グ

ル

ー

プ

ー
ト

ラ
イ

ア

ン

グ
ル

代

表

・
中

里
え

み

子

氏

ほ

か

、

第
一
．

部

＝
講

演
と
意

見
交

換

「
地
域

で
生

き

る
わ

た
し

」
（
講

師

＝
女

性

の
学

習

情
報

を
つ

な
ぐ
会

代
表

・
西

山
恵

美
子

氏

）
　

費

用
無

料

用

電
話

で
女

性
セ

ン

タ
ー
ゆ
う

ま

つ

ど

昔
6
4・
8
7
7
8

番

へ

中

学

校

創

立

五

十

周
年

記

念
式

典
昭
和
2
2
年
に
創
立
し
、
五
十
周
年

を
迎
え
る
左
記
中
学
校
で
記
念
式
典

（
祝
賀
会
）
を
行

い
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

圃
各
実
行

委
貝
会
事
務
局

ダ

ン

ス

フ

ェ
ス

テ

ィ

バ

ル

1
1
月
９
日
(
土
)
午
後
５
時
～
８
時
3
0

分
　
会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
全

口
本
ラ
テ
ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
北
條
明

と
・
緒
に
大
パ
ー
テ
ィ
ー
　
春
用

二

千
五
白
円

岡
赤
い
靴
・
鳥
栖
 
8
4
・
5
5
6
3
番

松

戸

シ

テ

ィ

フ

ィ

ル
（

Ｉ

モ

ニ

ー

管

弦

楽

団

定

期

演

奏

会

1
0
月
2
7
口
(
日
)
午
後
２
時
～
４
時

会

場
森

の
ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

ブ
ル

ッ

ク
ナ

ー
交
響

曲
第
四
番

「
ロ

マ
ン
テ

ィ

ッ

ク
」
、
（

イ

ド
ン

交

響

曲
第

一

○

一
番

「
時

計

」
　

費

用

１

二

白

円

・
前

売
り
千

円

（
全
席

自
由

）

羆

菊

地

登
4
4・
6
7
4
1

番

女

性

委

員

に

よ

る

人

権

相

談

Ｈ

月
１
日

金
午

前
1
0
時
～
午

後
３

時
　

会

場

千

葉
市

文

化

セ

ン

タ

ー

（
千
葉
中
央
ツ
イ
ン
ビ
ル
ニ
号
館
九

階

）
　

相

談

内

容

家

庭

問

題

（
離

婚

・
扶
養

・
相
続

・
夫

の
妻

へ
の
暴

保
健
・
衛
生

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

Ｈ

月
上

旬
に

、
平
成

８
年
８

月
１

日
～

９
月

丿
日

生
ま

れ
の
人

に
予
防

接
種

の
通

知
を
し

ま
す

。
ま

た
、
左

表

に
該
当

す

る
人
は
申

し
込

み

が
必

要

で
す

の
で
、

直
接
各

保
健

セ
ン

タ

ー
・
各
支

所

の
市

民
健

康
相

談
室

で

申
し
込
む
か
、
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
ド

記
の
要
領
で
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸

力

な
ど

）
　・
隣
近
所

の
も

め

ご
と

・

い
じ
め

ほ
か
　

相

談
－
貝
千

葉
県

人
権

擁

護
委
貝

連
合

会
女

性
部

会
員

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す

。

羆
千

葉

地
方

法
務
局

人
権

擁
護

課

容

㈲
・

詆
・
9
4
4
4

番

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
創
立
記
念

フ
ェ
ス
タ
「
医
療
と
福
祉
」

i
n
高
塚
9
6

1
1
月
1
0
日
(
日
)
正
午
～
午
後
２
時
3
0

分

会

場

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

東

松

戸

病

院
　

内

容

①

介

護

体

験

教

室

(
一
人
で
で
き
る
ね
た
き
り
患
者
の

介
護
②
健
康
塾
＝
講
演
「
切
ら
ず

に

治

る

ポ

リ

ー

プ

・

ガ

ン

の

話

」

、

講

師

東

松

戸

病

院

内

科

部

長

・

深

澤

毅

氏

③

健

康

相

談

定

員

①

先

着

二

十

人

①

先

着

八

十

人

③

相

談

の

内

容

と

希

望

時

間

を

予

約

費

用

無

料

圃

電

話

で

市

立

福

祉

医

療

セ

ン

タ

ー

保

健

福

祉

医

療

室

登
9
1

・
5
5
0
0

番

へ

市
竹
ケ
花
匕
四
の
三
松
戸
市
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防
衛

生
係
（
昔
6
6・
7
4
8
4

番
）
へ

※
旧
問
診
票
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

個
別
接
種
受
託
医
療
機
関
・
集
団

接
種
会
場
で
交
換
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

（１）平 成８年 ８月１日～ ９月30 日生 ま

れで10 月15 日以 降に住民登録をした人

（２）予診票(一日問診票）を持っていな

い下 記の人

＜幼児＞

・３ヵ 月以上４歳未満でツ反・BCG

の予防接種が済んでいない人

・３ヵ 月以上 ７歳６ヵ 月未満でポリ オ

の予防接種が２回済んでいない人

・３ヵ 月以上 ７歳６ヵ月末満でDPT

の予防接種が４回済んでいない人

川 歳以上 ７歳６ヵ月未満で麻しん ，

風しんの予防接種 が済んでいない人

・３歳以上７歳６ヵ 月末満で日本脳炎

の予防接種が３回済んでいない人

＜小 ・中学生＞

・小 学４年生以 上13 歳末満および中学

２年生以上16 歳未満で日本脳炎の追

加接種をしていない人

・小学６年生以上13 歳未満でＤ Ｔ第 ２

期（旧ジフテリア第３期)の接種が

済んでいない人

・中学２年生以上16 歳未満で風し んの

予防接種が済んでいない人

ゆ

う

か
り

合

唱

団

十

五

周

年

記

念

演
奏

会

1
1
月
２
日
巾
午
後
２
時
～
４
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
ふ
る
さ
と
の

四

季
、

お
か
あ
さ
ん
の

バ
カ
ほ
か

費
用
千
円

鵞
ゆ
う
か
り
人
合
唱
団
・
梶
野
昔
4
2
・

2
6
0
2
番

地
域
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
私
が

つ
く
る
こ
こ
ろ
ゆ
た
か
な

地
域
」

ハガキ記入要領

・希望 する予防接種名

[複数可]･

・初めてまたは

回受けた

今まで受けた日付け

年　 月　 日

年　 月　 日

・住所

・保護者氏名

・子どもの氏名

・子どもの生年月日

・電 話番号

学校名  日時  会場

実行委員会 事務局第六中学校

第一中学校

第二中学校

第四中学校

11/28(

土)午後1時

９(

土)午後１時

16(
土)午前10時

30(
土)午前10時

体育館

市民会館

体育館

体育館

43 ―1208 番

公63-4171番

a  63―ﾜ205 番

S87ー5311番

日時　　|会場|　　　　　　　　　　内　　　　容

11/9

(土)-

10

(日)一
5(火

)～

10(

日)

午後2時

～4時午前10時

ほか

午前旧時

～午後3

時展示部門

青

少

年

会

館

丿

松戸ブラスオルケスタ演奏・デモンストレーション〔リズミック

カンフー・リボンクラブ[新体操〕・英語で空手・タップダンス)

講演会「国際結婚における異文化体験」講師東洋女子短期大学

講師・キム・マリー・佐野氏費用300円　四東葛国際親善グラ

フ・小瀬垣 48-4954番

劇団「奇想天外」公演「Sohool Aid』午前10時と午後22時から

の2 回公 演

もちつき・模擬店・チャレンジザゲーム・バナナの叩き売り・ガ

マの油売り・フリーマーケット・バングラデシュの手工芸品販売

写真 一木 の実の リー ス ・籐 （とう ） 手芸 ・麾 女っ子 手 編み ・バ ン

フラlナ ー・パ ステル画 一陶 芸

広報 1996年(平成８年)10月２５日

リ
サ
イ
ク
ル
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場

一

使
え
る
も
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を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
へ



健康保険証を忘れずに

◆テレホン案内サービス

………S66-0010 番

平日・午後５時～翌日午前９時

休日と土龍･ 午前９時～翌日午

前９時

◆夜間急病診療所…S68-3756 番

衛生会館内･毎日午後8 時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

………S65-3430 番

衛生会館内･午後８時～11時

見に行こう　聴いてみよう
文化施設だより

市民会館 O  68―1237番

期日‾　　　　　内　容　　　　　　　開演時間　　問い合わせ先

10/27(日)29(火

) 30(水

)11/1(金)

2(
土)一

3(
祝)- 7(

木)一
9(

土)-
10(日

)
-

12(火
)
-

17(日
)-

23(祝

)
-

24〔日〕

第IB 回市民健康づく りの集い

ジ ャズ体操フ ェスティバ ル

第4B 回松戸市文化 祭一菊花展－

(ホワイエ)

一
第4B回松戸市文化祭一民踊愛好会民踊大会-

よい歯いい顔 二コニコ半 ヤラバン

松戸市立第一中学 校50 周年事業講演会

第4B 回松戸市文化 祭一日本古典舞踊大会一

第10 回松戸市幼 児教育振興大会

第48 回松戸市文化 祭一詩吟の集い一

第4B 回松戸市文化 祭一日本舞踊大会一

松戸市民吹奏 楽団第14 回定期演奏会

１３ ：００

９ ：００～

２ １：００

９ ：30

13 ：３０

13:00

10:30

9:40

9 ：30

10 : 00

14:00

市健康増進センター1*65 ―5588番

市教育委員会社会教育課昔66 －7462番

市健康課≫66-7486 番

市立第一中学校豐63一4171 番

市教育委員会社会教育課 豐66-7462 番
松戸市私立幼稚園連合会  68-6137 番

市教育委員会社会教育課066-7462 番

松戸市民吹奏楽団 68―2536番

月曜 日は休館。

市民劇場 068 ―0070番
期日…………………………………………開演時間･|　　　　問い合わせ先

10/268土

)27(日)

30

(水)11/2(

土)3(祝)一

5(火98(金)9(土)
-

10(日)

16(土) 17(日)

21(

木)
-

29(
祝)
-

24(日)

健康づくりの集い基調講演会

第48回松戸市文化祭―郷土史研究会‐

歌の発表会

ゆうかり合唱団コンサート

第48回松戸市文化祭一奇術発表会一

健康セミナー　　☆

教育研究集会文化のタペ

ピアノ発表会

歌の祭典

第21回ギタークラブ演奏会

ピアノ教室発表会

カラオケコンテスト

藤由記会20周年演奏発表会

第３回松戸川柳大会

13:30

13:00

10:30
-
14:00

13:00

13:40

18:30
-
13:30

-
10:00

15:00
一
13:10

18:00

10:00

11:00

市健漾漾S66-ﾜ486 番

市教育委員会社会教育漾登66-7462番

金冊治子  46―0182 番

小藤敬子044-1958 番

市教育委員会社会教育漾昔66-7462番

野島明子S91－2907番

山本知巳登62－3738番

藤原紀代Q65 ―9465 番

中村健司O68-8640 番

平井富子088-5328 番

佐々木翠き62一6761番

冨永＜に子41-3623番

正田勝太88 ―3400 番

米島暁子S44-5916 番

※月曜日は休館。☆印臼のついている催し物は有料です。

文化ホール Q  67-7810番

ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
　
　

一
　
　
自
然
科
学
講
座

‾期問　　　･|　　　　内　容…………　　｜　　　　　問い合わせ先

10/27(日)まで

30(水)～11/38祝

)11/ 5(火)～10(日

) 12(火)～17(日)

19(火9～24(日)

金曜デッサン会作品展

すみえの会・墨彩会合同展

あすなろ会洋画展

松戸市文化祭

日藝書道展

グループ樹展

劑美会26回展

女性洋画教室作品展

丹青会水墨画展

照美会10周年展

凛の会洋画展

松戸クロッキーの会作品展

金曜デッサン会昔45-28 月番

菊地音62－6756番

あすなろ会f143－0128 番

市教育委員会社会教育課fi66―7462番

日藝書道連盟S68-7171番

グループ樹公43-8437番

創美会昔41－5253番

松戸女性洋画教室a64 ―1645 番

丹青会音62－5491 番
一
照美会音引-0664 番

凛の会S63-5468 番

松戸クロッキーの会S63-682ﾜ 番

開館時間 …午前10 時～午後 ら時 （月曜日は休館）

内 容　　　｜　日時｜　時 間　｜　　　講　 師　　　｜　持 ち 物　｜費用

伸縮自 在のアイデア

本箱 作り

おもしろ 専門魚類学

色付く植物たち・野

外観 察

身の 回りの虫 やダニ

たち ・観察会

11/2(土

) 3(
祝)-

9(

土)一

10(日)

-

17(日)

午後2時～4時

午前10時～正午

午前10時～

午後3時

松戸発明クラブ事務長・
柴田姜親氏

江ノ島水族館名誉館長・

上野輝彌氏

社会教育指導員
佐久間俊行氏

千葉大学園芸学部教授・
天野 洋氏

筆記用具 ・定規

筆記用具 ・はさ

み ・昼食各自

筆記用具 ・昼食

・用意できる人

は虫眼鏡 ・双眼

鏡

会場文化ホール（松戸ビルヂング4F ） 対象ﾉ」存生以上 定員各先着20人　※雨天丿刔二i

軍午前IC軈から、電話で文化ホールがﾌﾌｰﾌ810番へ

救急医療体制

入館時間‥･午前9時30分～午後4時30分常設展示観覧料‥一般300円(240円)・高大学生150円(100円卜小中

学生lC)O円(60円) Ｏ 　内は20 人以上の団体料金 ※第2 皿 上曜日は小・中学生は観覧無料です。休館日…月

2時から30分間、解説員による総合展示解説ツアーを開催しています(参か)者は観覧料が必要です。

博物館 Q84-8181 番

期間  内容

11/1(金)～30(土)午後1

時15分・30時15分か

ら15 分間( 土 ・日・

祝一休日は午前11時

からも上映)

11/24( 日は で

11/38祝)午後1時30

分～3 時

11/10(日)･16(土)･１７

(日)･24(日)･12/15(日)

[全５回]

午前10時～午後4時

(11/10･24 は正午

まで)

11/23(祝)･30(土)およ

び12/5(木)～7(土)の内

！日[ 全３回]

午前10時～午後4時

ハイビジョン映像「コンポステラ/遠き巡礼の道」　　　　　　　　　　　　　　 ｜

会場講堂 観覧無料

※12/1(日)からは「水の表情ﾉ越前和紙の美」（20分間)を上映します。

平成８年度企画展「小金城主高城氏」

内容小金城を本拠地とし て活躍した 戦国時 代の東葛飾地域の領主高城氏の歴史

舞台 への登 場から 終焉（え ん;･まで を 、小金城 跡の発掘 による新 たな情報も 交え

な がら紹介し ます。会場企画展示 室　 企画展示観覧 料一般300 円（24C 円）・高大

学生150円（100円）・小中学生100円（60円）Ｏ　内は20人以上の団体料金

※常設展示観覧料とは別料金。

特別講演会「戦場からみた戦国社会」

講師立教大学教授・藤木久志氏

※既に募集を締め切っていますが、余席がある場合は参加申し込みを受け付けます。

特別講演会係（S84 －8272 番l･までお問い合わせください。

体験教室「縄文土器を 作る」

内容 勉強会一土 器作リ ー土 器磨き 一土器焼 き　 講師 市社会教 育課文化財 係 一

大塚広往　 対象中学 生以 上（全日 程参加できる人 ） 定員15 人（応募多数 の場合

は抽選） 会場市 立博物館　 費用無料

匣往復八 力キに住所 ・氏名 ・電話 番号を記 入し て 、〒270 松戸 市千駄 堀671 松

戸市立博物館「縄文土器を作る」係（f184－8272番）へ

体験教室「糸 を紡ぐ」

内容マユを煮る一糸をよる一布を織る　講師博物館学芸員・青木俊也　対象

全日 程参 加で きる 人　 定員15 人（応 募多数 の場 合は 抽 選）　 会場 市立 博物 館

費用無料

凾往復ハガ キに住所 ・氏名 ・電 話 番号を記 入し て 、T270 松戸 市千駄 堀671 松

戸 市立博物館 「糸を 紡ぐ 」係（登84 －82（72番）へ

パークセンター a45-8900 番

期間  内容
展
示
一
催
し
物
　

】
相
談

11/ 1(金)～１０(日)

11/20(水)～24(日)

11/23(祝)午前10時～11時30時

11/24(Eﾖ)午後2時～3時

「 菊 花展」 千松 菊花 会

「洋らん展」企画展

バードウォッチング　講師…自然解説員　首藤美恵子氏

昆虫ウォッチング　　講師…自然解説員　松葉光豊氏

圉当日 パーク センタ ーで受 け付け（先 着25 人） 費用…無料　※雨天中止

毎週水・土 一日曜日　　　　　 みどりの相談員による花や緑に関する相談

入館時間…午前９時～午後４時30分（月曜日は休館）　※11/1(金)からは午後４時まで

市民ギャラリー
社会教育課市民文化係
Q66-7462 番

期間 10/31(木)まで  11/1(金)～14(木

)東
　
西

押し 花カトレ アの会 ・アー

トフラワ ーデコパージュ合

同作品展
襪 山根登84　3446 番

パステル 洋画 会

グループ展

圃佐々 木≪41-8028 番

水輪の会
紅型型絵染展
艱大熊豊田－1378番

常盤サークル裂画展
黯加藤84 －弓引9 番

サークル 裕

アメリカンシ ャドウボックス作品 展

践藤永昔88-7576番
－

マミフラワーデ ザイン松戸指定 教室

自作の器と花の 作品展

苣上野き63－0096番

戸定歴史館 S62-2050 番
期間  内容

12 ／8(日)まで

特別展

幕末幻の油絵師

島　 霞 谷

(しまかこく)

今から130 年ほど前の幕 末維新期 、島四谷はわ が国で最も 早い時期に油 絵を描

いた画家でし た。画家とし て出 発し た霞谷は 、写真の撮影 や 、日本で最初の金 属

活字を発明 するなど 、多方面に わたり先 駆的な活動を行い まし た。

展覧会 では 、大部分が初公開となる 島家 の資料を‐ 堂に公開 するとともに 、絵

画・写真 一活字など 現在では別の分 野に 独立し た領域が 、まだ渾然（こ ん ぜん）

とし てい た黎明（れいめいj 期の相 互関係を探りたいと 思い ます。

時代の最先 端を駆け抜けた男が巻 き起こ す 、幕 末の効き 風を感じ てく ださい。

入館時間…午前９時30分～午後４時30分(月曜日は休館)入館料…大人200円、高大学生140円、

小中学生70円(第2･4土曜日は、小中学生の観覧は無料です)

相談名　　　期　　日　　　　時　　間　　　 会　場

月～ 金 曜 日

毎週火･木､第2･第4月曜日

第 ２金 曜 日

第 ３金 曜 日

第2・第4月曜日毎週 水 曜 日

第2・第4火曜日

第 ３ 月曜 日

午前9時～午後5時　｜

午前8時30分～午後5時

午後１時～５時

午後１時９ ５時

午後1 時～４時30分

午後１時～３時

午前10時～午後４時

午前９時～正午

午後１時～５時

市民相談室

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

市

民

相

談

室

糸
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す
。

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(061 -4089番)でも行っています。｜

商工観光

国

民

年

金

課

適

用

係

澎
左
記
以
外
の
日
は
国
民
年
金
課
へ

１(

金)5火

一 一8(

金)121火

15(金)

19(火

9 22(金）

26(火

9

月～ 金曜日　　 午前9 時~午後4時

午前10時～午後3 時

常盤平 支所

一一 一一小 金 支所

小金 原支 所

馬 橋 支所

六実 支所

新松 戸支 所

矢切 支所

東部 支所

消費生活センター

S65- 656番

※相談はすべて無料です。☆印の相談は予約 をお願いします。

相談名　　　期　　日　　　　 時　　間　　　 会　場

第1 ～ 第 ４金 曜 日

5火

一一一一一
6水

7木

午前10時～午後3 時

市役所相談ｺｰﾅｰ

小 金 支 所

一一
常盤 平 支所

小金原市民ｾﾝﾀｰ

を人権相談は干葉地方法務局松戸支局(S63- 6278 番)でも行っています。

第1 ～ 第 ４ 金 曜 日

11月

5火

5火 6水)･20水

6水･20水

一 一
7木･21木

一
第1 ～ 第3 月 曜 日

第 ４ 月 曜 日

火･ 金 曜 日

毎 月 第 ２ 火 曜 日

月 ～ 金 曜 日

月 ～ 金 曜 日

午前10時～午後3 時

午前10時～午後４時

午後１時～７時

午前10時～午後４時

午後1時30分～4時30分

午前９時～正午

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時

市役所相
談コーナ

ー
馬橋支所

六実支所
小金支所

常磐平支
所

新松戸市
民センタ

ー
小金原市

民センタ
ー

女性 センター

(相談室直通)

063  - 0505=番

女性 センター

S64 ― 8778番

教 育 研 究 所

S66-7461 番

一 一北松戸保 育所

S67  - 4646番

千
葉
地
方
法
務
局

松
戸
支
局

市
援
護
課
庶
務
係

社
会
福
祉
協
議
会

昔
6
8・
0
5
0
3
番

広報 1996年(平成８年)10月２５日
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